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二
〇
一
五
年
を
迎
え
、
皆
様
に
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
�

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
は
本
年
、
二
〇
周
年
を

迎
え
ま
す
。
日
本
初
の
医
療
と
福
祉
の
総
合
大

学
と
し
て
開
学
以
来
、
卒
業
生
数
は
一
万
六
千

人
を
超
え
ま
し
た
。
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
に
、

各
種
メ
デ
ィ
ア
の
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

医
療
系
私
立
大
学
と
し
て
四
年
連
続
全
国
第
一

位
を
獲
得
し
て
お
り
ま
す
。
一
〇
〇
％
と
い
う

本
学
の
就
職
率
は
、
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
た

く
さ
ん
の
卒
業
生
や
国
家
試
験
の
合
格
率
、
質

の
高
い
教
育
力
な
ど
を
ご
評
価
い
た
だ
き
、
多

く
の
求
人
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
賜
物
と
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
昨
年
度
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
国
家

試
験
に
お
い
て
看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
作
業

療
法
士
の
全
学
科
で
一
〇
〇
％
の
合
格
率
を
達

成
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
四
月
か
ら
は
、
神
奈

川
県
の
看
護
師
不
足
対
策
と
し
て
、
看
護
学
科

の
入
学
定
員
を
五
〇
名
か
ら
八
〇
名
に
増
や
し

ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
昨
年
よ
り
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
新
た
に
整
備
し
、
す
で
に
使
用
を
開
始
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
四
月
か
ら

の
使
用
開
始
を
め
ざ
し
て
新
校
舎
や
食
堂
も
建

設
予
定
で
、
今
後
ま
す
ま
す
学
習
環
境
と
学
生

生
活
が
充
実
い
た
し
ま
す
。
�

　
二
〇
一
六
年
に
は
、千
葉
県
成
田
市
に
、二
学
部

五
学
科（
成
田
看
護
学
部
／
看
護
学
科
、成
田
保
健

医
療
学
部
／
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
・
言

語
聴
覚
学
科
・
医
学
検
査
学
科
）の
開
設
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
千
葉
県
に
お
け
る
医
療
福
祉
専
門

職
不
足
の
解
消
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
成
田
と

い
う
地
の
利
を
生
か
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
で
き
る
専
門
職
を
育
成
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

医
学
部
の
設
置
や
関
連
施
設
の
整
備
、
医
療
産
業

の
誘
致
、
産
官
学
の
連
携
を
行
う
こ
と
で
国
の
経

済
や
国
際
貢
献
に
寄
与
す
る
、
国
家
戦
略
特
区
の

「
国
際
医
療
学
園
都
市
構
想
」
を
成
田
市
と
提
案

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
関
係
者
の

理
解
を
得
な
が
ら
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
�

　
ま
た
、昨
年
、
福
岡
県
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
隣
接

地
に
、グ
ル
ー
プ
関
連
施
設
で
実
習
を
行
う
学
生

や
海
外
か
ら
の
研
修
生
の
た
め
の
宿
泊
施
設「
大

川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
」が
完
成
し
、利
用
者
か

ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
百
周
年

に
お
け
る
地
域
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、四
百

席
規
模
の
映
画
館
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、カ

フ
ェ
や
書
店
、病
児
保
育
施
設
や
在
宅
療
養
支
援
診

療
所
な
ど
を
併
設
し
た「
お
お
か
わ
地
域
交
流
プ

ラ
ザ
」が
、本
年
六
月
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
�

　
国
際
化
と
い
う
点
に
お
い
て
、
本
学
は
開
学
以

来
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
開
発
途
上
国
に

対
す
る
医
療
・
教
育
援
助
を
視
野
に
入
れ
、
各
国

の
医
療
福
祉
分
野
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
う

る
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
学

費
か
ら
滞
在
費
・
生
活
費
ま
で
支
援
す
る
Ｉ
Ｕ
Ｈ

Ｗ
奨
学
金
制
度
を
一
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
七
名

の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
二
〇
一
三

年
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
立
医
療
系
三
大
学
で
あ

る
ヤ
ン
ゴ
ン
第
一
医
科
大
学
・
ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学
・

ヤ
ン
ゴ
ン
医
療
技
術
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
結
び
、

昨
年
七
月
に
は
同
大
の
三
学
長
と
同
国
の
保
健
省

副
大
臣
を
招
い
て
、
国
際
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
作

業
療
法
・
言
語
聴
覚
分
野
に
お
け
る
制
度
創
設
へ

の
協
力
や
新
ヤ
ン
ゴ
ン
総
合
病
院
へ
遠
隔
診
断
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な
ど
、

現
地
か
ら
の
研
修
員
受
け
入
れ
と
合
わ
せ
て
積
極

的
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
・

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
か
ら
の
協
力
要
請
に
よ
る
日
本

式
の
人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
、
今
年

度
中
に
は
現
地
か
ら
の
研
修
員
を
受
け
入
れ
、
共

同
運
営
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
�

　
附
属
・
関
連
施
設
で
は
、
栃
木
県
の
国
際
医
療

福
祉
大
学
病
院
で
、
昨
年
七
月
に
Ａ
棟
の
増
築
が

完
成
し
、
最
新
型
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ

Ｔ
室
を
導
入
、
栃
木
県
の
県
北
地
域
で
唯
一
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
検
査
が
可
能
な
施
設
と
し
て
、
従
来

以
上
に
迅
速
か
つ
精
度
の
高
い
放
射
線
診
断
を
ご

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
東
京
都
の
山
王
病
院
で
は
、
隣
接
地
に
新
棟
が

完
成
い
た
し
ま
し
た
。
地
下
二
階
・
地
上
五
階
建

て
の
新
棟
は
、
一
九
床
の
新
た
な
産
科
施
設「
山

王
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」や
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を

整
備
、
手
術
室
も
二
室
増
設
し
て
手
術
支
援
ロ
ボ

ッ
ト「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」を
導
入
し
、
よ
り
身
体
に

負
担
の
少
な
い
低
侵
襲
手
術
を
行
え
る
よ
う
な
態

勢
を
整
え
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た

設
備
で
本
年
三
月
に
開
設
す
る
予
定
で
す
。
山
王

バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
自
然
に
近
い
形
の

分
娩
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
不
育
診
療
外
来
や
胎

児
ド
ッ
ク
外
来
も
新
設
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
周

産
期
医
療
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

手
術
室
・
外
来
診
察
室
の
増
設
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
室
の
移
設
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
医
療
技
術

の
高
度
化
・
専
門
化
に
対
応
し
た
よ
り
質
の
高
い

医
療
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
�

　
九
州
地
区
の
高
木
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、昨
年

八
月
に
八
階
建
て
の
急
性
期
棟
が
完
成
い
た
し
ま

し
た
。手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」を
設

置
す
る
手
術
室
の
増
設
、救
急
外
来
の
拡
充
、Ｈ
Ｃ

Ｕ
の
新
設
な
ど
、急
性
期
分
野
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
部
門
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら
、高
度
な
が
ん
治

療
や
緩
和
ケ
ア
医
療
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
�

　
本
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
国
内
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
も
グ
ル
ー
プ
の
教
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
�

 
最
後
に
、
新
し
い
一
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
充

実
し
た
よ
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
�

　
新
年
を
迎
え
る
に
際
し
、
一
言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
�

　
第
二
次
安
倍
内
閣
発
足
後
、
昨
年
末
に
は
、

消
費
税
増
税
や
デ
フ
レ
対
策
な
ど
、
そ
の
成
果

を
国
民
に
問
う
た
め
に
衆
議
院
の
解
散
を
決
め
、

再
び
国
民
の
支
持
を
得
ま
し
た
。
そ
の
中
で
本

学
と
も
関
連
す
る
成
長
戦
略
の
一
つ
「
国
家
戦

略
特
区
の
設
置
」
は
、
成
田
市
が
以
前
か
ら
「
医

療
産
業
集
積
構
想
」
を
策
定
し
、
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
視
野
に
入
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
人

材
育
成
を
軸
と
し
て
、
医
学
部
の
誘
致
を
基
本

的
目
標
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
成
田
市
が
策
定

し
た
構
想
が
本
学
の
理
念
と
合
致
し
、
ま
ず
両

者
の
合
意
事
項
と
し
て
二
学
部
五
学
科
（
看
護
・

理
学
療
法
・
作
業
療
法
・
言
語
聴
覚
・
医
学
検

査
）
に
つ
い
て
、
二
〇
一
六
年
四
月
の
開
設
を

め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
本
学
は
、
医
療
・
創
薬
拠
点
や
医
療

分
野
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
お

よ
び
医
学
部
の
新
設
を
東
京
圏
国
家
戦
略
特
別

区
域
会
議
に
提
案
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
一
二

月
に
は
、
東
京
圏
特
区
の
成
田
市
分
科
会
を
作

る
方
針
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
で
は
二
〇

〇
九
年
よ
り
国
際
基
準
に
則
し
た
医
学
教
育
の

検
討
を
開
始
し
、
ま
た
、
先
進
的
な
海
外
の
医

学
教
育
の
視
察
な
ど
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
�

 
さ
て
、
昨
年
は
本
学
の
国
際
協
力
活
動
と
し

て
、
専
門
性
の
高
い
教
員
を
海
外
に
派
遣
し
、

研
究
機
関
と
協
力
し
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
な
ど
、
国
際
化
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
七
月
に
開
催
さ
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
と

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
医
療
産
業
お
よ
び
学

術
関
係
者
が
参
加
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
省
副

大
臣
お
よ
び
特
命
全
権
大
使
と
と
も
に
、
ヤ
ン

ゴ
ン
第
一
医
科
大
学
、
ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学
、

ヤ
ン
ゴ
ン
医
療
技
術
大
学
の
学
長
出
席
の
も
と
、

同
国
の
保
健
医
療
環
境
改
善
や
国
際
医
療
協
力

に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
一
方
、
学
内
に
目
を
向
け
る
と
、
二
月
に
教

員
の
診
断
・
治
療
機
器
の
シ
ー
ズ
の
製
品
化
を

め
ざ
し
、
企
業
と
の
「
第
五
回
技
術
情
報
交
流

会
」
が
開
催
さ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
補

助
装
置
、
介
護
福
祉
用
見
守
り
支
援
機
器
、
教

育
用
触
診
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
な
ど
四
件
が
特
許
申

請
、
製
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
大
学
評
価
基
準
と
し
て
文
部
・
厚
労

科
研
費
の
獲
得
の
た
め
、
研
究
協
力
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
研
究
者
に
応
募
課
題
の
啓
発
を
積

極
的
に
行
い
、
ま
た
、
審
査
員
・
申
請
者
の
立

場
に
立
っ
た
説
明
会
を
毎
年
開
催
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
文
部
科
研
費
新
規
採
択

数
が
前
年
比
四
七
％
増
加
し
、
私
立
五
六
九
大

学
中
、
前
年
の
九
三
位
か
ら
六
八
位
と
成
果
を

示
し
ま
し
た
。
科
研
費
の
申
請
に
先
立
っ
て
、

本
学
で
は
文
科
省
の
「
研
究
費
の
不
正
防
止
」

「
研
究
活
動
の
不
正
行
為
」
の
二
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
内
容
を
十
分
に
勘
案
し
、
本
学
の
規
定
を

大
幅
に
改
定
い
た
し
ま
し
た
。
�

　
こ
の
よ
う
に
研
究
費
の
応
募
を
適
切
化
し
た

う
え
で
、
①
教
育
の
質
的
転
換
、
②
地
域
発
展
、

③
産
業
界
・
他
大
学
等
と
の
連
携
、
④
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
の
四
つ
の
タ
イ
プ
が
設
け
ら
れ
た
「
私

立
大
学
改
革
総
合
支
援
事
業
」
に
応
募
い
た
し

ま
し
た
。
本
事
業
は
、
全
私
立
大
学
の
八
〇
％

に
あ
た
る
七
四
五
校
の
申
請
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
四
タ
イ
プ
が
す
べ
て
選
定
さ
れ
た
大
学
は
、

本
学
を
含
め
て
八
大
学
の
み
で
あ
る
こ
と
は
自

負
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
�

　
縦
割
り
的
な
要
素
の
あ
っ
た
各
キ
ャ
ン
パ
ス

の
研
究
成
果
を
共
有
し
、
質
向
上
を
め
ざ
し
創

設
さ
れ
た
「
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
会
」
も
第

四
回
を
迎
え
ま
し
た
。
学
会
を
介
し
て
各
キ
ャ

ン
パ
ス
の
教
育
・
研
究
・
診
療
の
情
報
共
有
が

密
に
な
り
、
教
職
員
の
研
究
意
欲
や
協
働
が
高

揚
し
た
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
事
実
で
あ
り
、

各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
統
合
理
念
が
学
会
を
中
心
に

確
立
さ
れ
ま
し
た
。
二
○
○
九
年
七
月
、
学
長

へ
の
就
任
と
同
時
に
私
が
掲
げ
た
〝
各
キ
ャ
ン

パ
ス
が
一
堂
に
会
す
〞
と
い
う
目
標
が
達
成
さ

れ
た
と
充
実
感
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
�

　
こ
う
し
た
大
学
の
変
革
を
め
ざ
し
、
『
社
会

に
開
か
れ
た
大
学
』
の
実
現
の
た
め
、
「
第
五

回
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

小
中
学
生
の
参
加
者
全
員
が
将
来
の
医
療
福
祉

職
を
想
定
し
、
実
技
に
励
ん
で
い
る
姿
が
大
変

印
象
的
で
し
た
。
特
に
第
一
回
の
参
加
者
が

昨
年
、
本
学
の
放
射
線
・
情
報
科
学
科
に
入

学
し
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
「
第

四
回
幸
齢
者
ス
ク
ー
ル
」
で
は
、
セ
ル
フ
ケ

ア
の
重
要
性
を
実
地
体
験
か
ら
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
第
五
回
高
校
生
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
は
、
一
六
八
九

件
の
応
募
作
品
か
ら
医
療
福
祉
に
対
す
る
理

解
と
、
自
己
体
験
か
ら
将
来
の
医
療
福
祉
の

専
門
職
を
め
ざ
す
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
、

望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。
�

　
一
〇
月
に
は
、
二
日
間
に
わ
た
り
「
認
証

評
価
実
地
調
査
」
が
あ
り
、
書
面
審
査
の
分

析
状
況
を
踏
ま
え
て
の
教
職
員
・
学
生
と
の

面
談
や
教
育
現
場
の
状
況
視
察
が
あ
り
ま
し

た
が
、
事
前
の
適
切
な
準
備
に
よ
り
大
過
な

く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
�

　
さ
て
、
本
年
は
大
学
創
立
二
〇
周
年
を
迎

え
ま
す
が
、『
自
我
作
古
』（
我
よ
り
古（
い
に

し
え
）を
作（
な
）す
　
〜
予
想
さ
れ
る
困
難

や
試
練
に
耐
え
て
開
拓
に
当
た
る
〜
）と
い

う
言
葉
を
教
職
員
共
々
心
に
刻
み
、
本
学
の

発
展
の
た
め
一
歩
を
踏
み
出
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。
�
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皆
様
に
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
こ
の
度
、開
原
大
学
院
長
、金
澤
大
学
院
長
の

跡
を
継
ぎ
、一
月
一
日
か
ら
大
学
院
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。両
先
生
が
営
々
と
し
て
築
い
て
こ
ら

れ
た
本
学
大
学
院
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、な
お
一

層
の
飛
躍
を
遂
げ
る
礎
に
な
る
所
存
で
す
。皆
様

の
ご
支
援
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
日
本
の
社
会
事
情
に

合
わ
せ
、常
に
時
代
の
変
化
を
先
取
り
し
て
対
応
す

る
分
野
、研
究
コ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
、そ
の
方
面
の
将

来
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。こ
う
し
た
私
ど
も
の
大
学
院
の

取
り
組
み
が
社
会
の
要
請
に
応
え
る
重
要
な
手
立

て
で
あ
る
こ
と
は
、言
を
待
つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
企
業
に
限
ら
ず
、大
学
、大
学
院
に
お
い
て
も
、絶

え
ず
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
変
化
を
遂
げ
な
い
組

織
は
、時
代
に
取
り
残
さ
れ
、縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。こ
の
こ
と
を
私
が
強
く
意
識
し
た
の
は
、ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
で
一
週
間
のM

acy Program

を

受
講
し
た
時
で
し
た
。こ
の
コ
ー
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

一
人
で
あ
るC

layton C
hristensen

教
授
の
講

義
に
感
銘
し
ま
し
た
。彼
は
以
前
か
ら
、ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
の
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
教
育
を
行
い
、

多
数
の
世
界
的
大
企
業
か
ら
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
依
頼
さ
れ
る
有
名
教
授
で
す
。そ
の
経
験
か
ら
、

「D
isruptive Innovation

の
無
い
と
こ
ろ
に
明

日
は
無
い
」こ
と
を
提
言
し
て
き
ま
し
た
。文
字
通

り
に
は「
破
壊
的
創
造
」で
す
が
、「
創
造
を
伴
っ
た

思
い
切
っ
た
改
革
、改
善
」と
理
解
す
べ
き
で
し
ょ
う
。�

　
大
学
院
も
こ
の
四
月
よ
り
、医
療
福
祉
教
育
・

管
理
分
野
を
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
す
。一
方
、既

存
分
野
で
の
教
育
内
容
に
も
新
し
い
面
を
導
入
す

る
な
ど
絶
え
ず
変
革
を
遂
げ
、す
べ
て
の
院
生
か

ら
こ
の
大
学
院
コ
ー
ス
を
と
っ
て
よ
か
っ
た
と
評
価

し
て
い
た
だ
け
る
大
学
院
に
な
る
よ
う
、努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。特
に
、研
究
、教
育
の
国
際
化
は
、国

の
施
策
と
し
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の
流
れ
に
遅

れ
る
こ
と
な
く
、さ
ら
に
こ
の
方
面
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。教
員
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、

教
育
、研
究
の
質
を
上
げ
な
が
ら
社
会
変
化
に
い

ち
早
く
対
応
し
、本
学
の
理
念
で
あ
る「
社
会
に

開
か
れ
た
大
学
」、共
に
生
き
る
社
会
を
実
現
し

て
ま
い
り
ま
す
。�

　
今
年
の
も
う
一
つ
の
課
題
は
、成
田
市
と
本
学
が

共
同
で
提
案
し
て
い
る「
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る

国
際
対
応
の
医
学
部
新
設
」で
し
ょ
う
。ご
存
じ
の

よ
う
に
、本
学
は
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
福
祉
専
門
職
を
数
多
く
養
成
し

て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、医
学
部
の
設
立
は
長
年
に

わ
た
る
本
学
の
悲
願
で
す
。こ
の
願
い
が
成
就
す
る

こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、目
標
に
向
か
っ
て
と
も
に
力
を

合
わ
せ
、新
た
な
一
年
を
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。�

　
新
年
を
迎
え
、皆
様
に
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。�

　
本
学
は
、医
療
福
祉
専
門
職
の
育
成
と
そ
の
地

位
の
向
上
を
め
ざ
し
て
一
九
九
五
年
に
開
学
し
た
、

日
本
初
の
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
で
す
。本
年
は

二
○
周
年
を
迎
え
、千
葉
県
成
田
市
に
新
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
設
。い
よ
い
よ
来
年
に
は
成
田
看
護
学

部
と
成
田
保
健
医
療
学
部
が
授
業
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、本
学
は
新
た
な
飛
躍
の
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

　
さ
て
、皆
様
ご
存
じ
の
通
り
、わ
が
国
の
人
口
に

占
め
る
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
、昨
年

に
は
二
五
・
九
％
に
達
し
、国
民
の
四
人
に
一
人
は

高
齢
者
と
い
う
文
字
通
り
の
超
高
齢
社
会
に
な

り
ま
し
た
。介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
数（
要
介

護
者
）は
六
○
○
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。二
○

一
二
年
に
は
要
介
護
者
約
五
五
四
万
人
、認
知

症
の
方
は
四
六
二
万
人
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
方
々
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
、さ
ら
に
は
今
後
増
え
続
け
る
と
予

測
さ
れ
る
要
介
護
者
の
数
を
可
能
な
限
り
抑
制

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
れ
に
は
ま
ず
、生
活
習
慣
の
改
善
や
疾
病
予

防
を
通
じ
て
、介
護
を
必
要
と
せ
ず
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る「
健
康
寿
命
」を
延
伸
し
、高
齢
者

の
自
立
度
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。同

時
に
、介
護
に
あ
た
る
医
療
福
祉
専
門
職
が
協
調

し
て
、高
齢
者
を
包
括
的
に
ケ
ア
す
る
こ
と
に
よ

り
、高
齢
者
の
自
立
度
低
下
の
進
行
を
止
め
、か

つ
、そ
の
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の

た
め
に
は
、能
力
の
高
い
医
療
福
祉
専
門
職
の
育

成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
二
○
一
一
年
度
現
在
の
デ
ー
タ
で
は
、医
師
、

看
護
師
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
、介
護
専

門
職
な
ど
の
医
療
福
祉
専
門
職
は
約
四
六
○
万

人
を
数
え
ま
す
が
、団
塊
の
世
代
が
七
五
歳
以
上

に
な
る
二
○
二
五
年
ま
で
に
、少
な
く
と
も
一
五

○
万
人
か
ら
二
○
○
万
人
が
さ
ら
に
必
要
と
さ

れ
て
お
り
、専
門
職
の
養
成
は
急
務
と
い
わ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、本
学
の
果
た
す
社
会
的
な

使
命
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
い
え
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、本
学
で
は
、専
門
性
の

高
い
高
度
な
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
ば
か
り

で
な
く
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
い
、幅
広
い
視
野
を

持
っ
て
包
括
的
な
ケ
ア
が
で
き
る
医
療
福
祉
専
門

職
の
育
成
を
め
ざ
し
、関
連
職
種
連
携
教
育
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
実
践
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

も
、超
高
齢
社
会
に
必
須
の
医
療
福
祉
人
材
の

重
要
性
が
高
ま
る
な
か
で
、各
分
野
の
第
一
人
者
で

あ
る
教
授
陣
の
も
と
、充
実
し
た
附
属
病
院
や
関

連
施
設
が
備
わ
っ
た
本
学
で
修
練
を
積
み
、社
会

が
求
め
る
医
療
人
と
し
て
今
後
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
、心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。�

　
本
年
一
月
一
日
を
も
ち
ま
し
て
、金
澤
一
郎
大
学
院
長
は

名
誉
大
学
院
長
に
就
任
、天
野
隆
弘
上
席
副
大
学
院
長

が
新
大
学
院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
�

　
天
野
新
大
学
院
長
か
ら
の
ご
挨
拶
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
�

矢

義
雄
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
総
長
�

天
野
　

隆
弘
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
長
�
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新春のごあいさつ�
・国際医療福祉大学・高邦会グループ理事長 高木 邦格�
・国際医療福祉大学学長 北島 政樹�
・国際医療福祉大学総長 矢  義雄�
・国際医療福祉大学大学院長 天野 隆弘�

① 理事長・総長・学長・大学院長�
② キャンパス開設�
③ 附属・関連施設�
④ 国際協力活動�
�

キャンパスレポート�

施設インフォメーション　新春のごあいさつ�

【平成26年度　学位記授与式】�

トピックス�

16
17
18
19

卒業研究発表会�

100号特別企画「広報誌でたどる本学20年の歩み」�

学生＆企業研究発表会�

小田原キャンパス�

福岡キャンパス�

大川キャンパス�

大学院／塩谷看護専門学校�

■学部／大学院 学位記授与式�

・ 大田原キャンパス＝学部／大学院�

　3月11日（水）10：20～　体育館�

・ 小田原キャンパス＝学部／大学院�

　3月13日（金）10：20～　体育館�

・ 福岡キャンパス／大川キャンパス＝学部／大学院�

　3月9日（月）13：00～�

　福岡国際医療福祉学院　体育館�

■大学院 学位記伝達式・修了生歓送会�

・ 東京青山キャンパス（東京青山／小田原／熱海）�

　3月14日（土）16：30～　�

　東京青山キャンパス　5Fホール�

■卒業式�

・ 塩谷看護専門学校�

　3月4日（水）10：00～　講堂�

【平成27年度　入学式】�

■学部／大学院 入学式�

・ 大田原キャンパス＝学部／大学院�

　4月2日（木）10：20～　体育館�

・ 小田原キャンパス＝学部／大学院�

　4月3日（金）10：20～　体育館�

・ 福岡キャンパス／大川キャンパス＝学部／大学院�

　4月4日（土）11：00～�

　大川キャンパス　講堂�

■大学院 新入生歓迎会�

・ 東京青山キャンパス�

　4月5日（日）13：00～�

　東京青山キャンパス　戸田ビルホール�

■入学式�

・ 塩谷看護専門学校�

　4月6日（月）10：00～　講堂�

20
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～
�22

25

国際医療福祉大学病院 病院長　蘇原 泰則�

国際医療福祉大学塩谷病院 病院長　早川 正道�

国際医療福祉大学三田病院 病院長　小川 聡�

国際医療福祉大学熱海病院 病院長　横田 俊平�

国際医療福祉リハビリテーションセンター センター長　下泉 秀夫�

新宿けやき園 施設長　杉原 素子�

山王病院 病院長　堤 治�

化学療法研究所附属病院 病院長　西野 卓�

高木病院 病院長　岩坂 剛�

�

�
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26

27

28

【コラム】留学生が見た母国と日本の保健福祉事情�

同窓会通信�

生涯学習のご案内�

学生投稿ページ�

�
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昨
年
四
月
の
開
学
以
来
早
く
も
九

か
月
が
た
ち
ま
し
た
。教
職
員
の
皆
さ

ん
や
学
生
諸
君
の
お
か
げ
で
こ
こ
に
無

事
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
の
大
学
は
開
学
し
た
ば
か
り
で
ま

だ
完
成
途
上
に
あ
り
ま
す
。平
成
九
年

に
は
医
療
福
祉
学
部
を
増
設
し
、さ
ら

に
医
療
福
祉
の
在
り
方
や
方
法
に
つ
い

て
の
研
究
や
政
策
提
言
等
を
行
う
た
め

の「
国
際
医
療
福
祉
総
合
研
究
所
」も

同
時
期
に
発
足
さ
せ
る
予
定
で
、昨
年

一
二
月
二
〇
日
に
新
校
舎
の
起
工
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
医

療
福
祉
に
は
技
術
面
の
み
な
ら
ず
制

度
面
で
の
整
備
も
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
す
。新
学
部
や
研
究
所

を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、本
学
と
し

て
も
こ
う
し
た
側
面
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
今
年
は
、法
人
と
し
て
も
、学
園
祭
、

文
化
祭
、国
際
交
流
な
ど
に
で
き
る
だ

け
の
援
助
を
行
い
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
学
内
報「
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
」第
一
号
の
創

刊
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。�
�

　
ま
た
、編
集
に
あ
た
ら
れ
た
関
係

者
の
ご
努
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

紙
面
か
ら
教
職
員
・
学
生
の
皆
さ
ん

の
ご
熱
意
や
ご
活
動
の
模
様
が
目
に

浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で
す
。�
�

　
開
学
以
来
の
大
学
の
在
り
方
を

振
り
返
っ
て
、私
た
ち
が
め
ざ
す
「
人

間
中
心
の
大
学
」、「
地
域
社
会
に
開

か
れ
た
大
学
」、「
国
際
交
流
の
大
学
」

の
基
本
理
念
が
、本
当
に
大
学
運
営

に
生
か
さ
れ
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。�
�

　
「
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
」は
、私
た
ち
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

大
学
の
軌
跡
で
あ
り
、反
省
と
明
日

へ
の
飛
躍
の
踏
み
台
と
な
る
も
の
で
す
。

な
り
は
小
さ
く
て
も
、教
育
活
動
や

学
内
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
そ
の
他
も
ろ

も
ろ
を
ま
た
た
く
蛍
火
の
よ
う
に
伝

え
て
、教
職
員
・
学
生
一
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
学
内
外
に
放
射
し
続
け
て
く

だ
さ
い
。�

　
一
〇
月
一
日
、午
後
六
時
か
ら
、谷

修
一
新
学
長
就
任
、大
谷
学
長
の
総

長
就
任
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。�

　
谷
学
長
は
就
任
の
挨
拶
の
な
か
で
、

こ
の
大
学
創
設
時
か
ら
多
少
の
関
わ
り

を
持
ち
、第
一
回
の
入
学
式
で
は
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
た
こ
と
、今
朝
読
ま
れ
た

週
刊
東
洋
経
済
の「
ほ
ん
と
う
に
強
い

大
学
は
ど
こ
か
」と
い
う
記
事
中
に
本

学
の
名
が
何
度
か
出
て
き
て
、医
療
福

祉
系
の
大
学
と
し
て
は
追
わ
れ
る
立

場
に
成
長
し
た
の
か
と
感
じ
ら
れ
た
こ

と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、今
や

医
療
は
サ
ー
ビ
ス
、患
者
さ
ん
は
消
費

者
と
い
う
視
点
か
ら
、医
療
の
構
造
改

革
も
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
代
で
あ
り
、

そ
こ
で
学
ん
だ
学
生
た
ち
が
将
来
社
会

に
と
っ
て
役
に
立
つ
人
間
に
な
る
か
ど

う
か
が
大
事
で
、現
状
に
満
足
せ
ず
、大

谷
前
学
長
が
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
こ

と
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
の
が
自
分
の

仕
事
で
あ
る
、そ
の
た
め
に
教
職
員
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。�

　
他
大
学
に
類
を
見
な
い
本
学
の
特

長
の
ひ
と
つ
が
四
つ
の
附
属
病
院
を
擁

し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、学
生
の
教
育
に

活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
病

院
で
は「
チ
ー
ム
医
療
」
を
確
立
し
て

お
り
、こ
れ
は
学
生
に
と
っ
て
絶
好
の

教
育
機
会
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
の

中
で
、学
生
は
短
期
間
で
医
療
福
祉
の

専
門
職
と
し
て
の
高
度
な
ス
キ
ル
と
知

識
を
学
び
、卒
業
時
に
施
行
さ
れ
る
国

家
試
験
で
は
高
い
合
格
率
を
上
げ
、そ

の
結
果
、卒
業
後
の
就
職
率
も
高
く
、

多
く
の
施
設
か
ら
の
期
待
に
応
え
て
お

り
ま
す
。我
々
教
職
員
一
同
は
、今
後

も
本
学
の
基
本
理
念
と
教
育
理
念
の

も
と
で
、よ
り
良
い
教
育
環
境
の
充
実
・

推
進
を
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、私
は
学
生
の
皆
様
が
卒
業

後
も「
国
際
医
療
福
祉
大
学
で
学
ん

で
よ
か
っ
た
」と
思
わ
れ
る
よ
う
な
学

舎
に
す
る
べ
く
常
々
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
四
月
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
総
長
と

し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。医
師
不
足
対

策
の
一
環
と
し
て
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
を

め
ざ
し
、医
療
職
全
体
の
能
力
向
上
の
た

め
の
教
育
改
革
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、医
療
と
介
護
を
必
要
と
す
る

人
は
、こ
の
一
〇
年
強
の
間
に
三
〇
〇
万

人
も
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、福
祉
介
護
に
携
わ
る
人
材
は

約
一
〇
〇
万
人
、看
護
に
携
わ
る
人
材

は
二
〇
万
人
か
ら
三
〇
万
人
不
足
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、医
師
を
中

心
と
し
た
従
来
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
医
療

福
祉
の
提
供
体
制
で
は
な
く
、職
種
を
超

え
て
、患
者
様
を
中
心
に
そ
の
知
識
と
経

験
、技
術
を
持
ち
よ
る「
チ
ー
ム
医
療
・チ

ー
ム
ケ
ア
」、皆
で
協
働
し
て
行
う
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
型
の
提
供
体
制
の
構
築
が
、社

会
的
な
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
夢
を
持
っ
た
若
者
た
ち
が「
共
に
生

き
る
社
会
」の
実
現
を
め
ざ
す
本
学
の

理
念
の
も
と
、こ
れ
か
ら
の
日
本
の
医

療
福
祉
を
担
う
べ
く
集
結
す
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
午
後
四
時
か
ら
行
わ
れ
た
大
学
院
の

入
学
式
で
は
、一
期
生
四
二
名
が
入
学
し

ま
し
た
。式
で
は
初
山
泰
弘
大
学
院
長
が

「
幅
広
い
専
門
職
と
な
り
、こ
の
二
年
間
で

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
四
月
か
ら
大
学
院
修
士
課
程（
医
療
福
祉

学
研
究
科
　

保
健
医
療
学
専
攻
）が
開
設
さ

れ
四
二
名
の
院
生
が
入
学
し
ま
し
た
。保
健

学
部
と
同
様
に
五
分
野
に
わ
か
れ
て
研
鑽
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。保
健
・
医
療
・
福
祉
の
幅

広
い
領
野
の
知
識
を
修
得
し
、二
一
世
紀
の

社
会
で
活
躍
す
る
専
門
職
・
研
究
者
と
な
る

た
め
に
は
、競
争
社
会
で
生
き
抜
く
タ
フ
さ
が

必
要
で
す
が
、同
時
に
多
く
の
人
々
と「
共
生
」

で
き
る
優
し
さ
を
も
備
え
た
専
門
職
と
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。大
学
院
は
ま
だ
よ
ち

よ
ち
歩
き
で
す
が
、来
年
に
は
学
び
舎
も
完

成
す
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。本
学
の
新
し
い

芽
と
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
大
学
院
は
、初
山
大
学
院
長
の
も
と

で
発
展
を
遂
げ
、現
在
、在
籍
者
数
は
約

二
五
〇
名
に
な
り
ま
し
た
。キ
ャ
ン
パ
ス
も
、

大
田
原
の
み
で
な
く
、東
京
、福
岡
、柳
川
、

さ
ら
に
附
属
の
熱
海
病
院
に
も
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。大
田

原
と
そ
れ
以
外
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
在
籍
者

数
は
、平
成
一
五
年
度
の
入
学
者
で
は
、

大
田
原
が
約
五
〇
名
に
対
し
、そ
れ
以
外

が
約
七
〇
名
と
大
田
原
を
上
回
り
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
は
学
生
さ
ん
が「
本
学
の
大

学
院
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
」と
思
う
よ
う

に
、内
容
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、医
療
・
福
祉
も

大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、大

学
院
教
育
の
理
念
も
再
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
ひ
と
つ
の
方
向
は
多
様
化

で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
現
在
の
よ
う
に
学
問
・
技
術
の
進
歩
の

速
い
時
代
で
は
、本
学
卒
業
生
に
と
っ
て
は

生
涯
学
習
は
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。そ

の
た
め
に
も
、こ
の
大
学
院
が
役
に
立
つ
こ

と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
本
学
大
学
院
の
最
大
の
特
徴
は
、院

生
の
多
く
が
職
業
を
持
つ
社
会
人
で
あ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。全
体
と
し
て

み
れ
ば
八
五
％
近
く
の
院
生
が
社
会

人
と
み
て
い
い
で
し
ょ
う
。�
�

　
二
つ
目
の
特
徴
は
、「
同
時
双
方
向
遠
隔

授
業
」を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。院
生
に
と

っ
て
は
大
変
便
利
で
す
が
、大
学
は
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
磨
く
う
え
で
非

常
に
大
切
な
場
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

で
き
る
だ
け
、顔
と
顔
を
突
き
合
わ
せ
る
機

会
を
た
く
さ
ん
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
三
つ
目
の
特
徴
は
開
原
先
生
の
卓
越

し
た
指
導
力
に
よ
っ
て
、社
会
が
必
要
と

す
る
分
野
や
コ
ー
ス
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

運
営
し
て
き
た
こ
と
で
す
。厚
生
労
働

省
が
態
度
を
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
時

期
に「
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
養
成

分
野
」が
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
驚
く
べ
く

先
見
性
で
す
。�

　
本
年
は
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
十
分
考

慮
に
入
れ
な
が
ら
、少
な
く
と
も
五
年

先
を
見
越
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
体
制

固
め
の
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�
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今
年
四
月
、本
学
に
医
療
福
祉
学
部

が
新
設
さ
れ
ま
す
。�

　
医
療
経
営
管
理
学
科
は
日
本
初
の
学
科

で
、医
療
機
関
等
で
の
実
務
経
験
豊
富
な

先
生
方
が
就
任
し
ま
す
。講
義
科
目
も
医

療
施
設
建
築
概
論
、診
療
報
酬
点
数
理
論
・

演
習
な
ど
目
新
し
い
科
目
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、医
療
福
祉
学
科
も
国
内
で

は
三
つ
目
で
、従
来
の
社
会
福
祉
関
連
科
目

の
ほ
か
医
療
関
係
の
科
目
も
あ
り
、ま
た
、

社
会
福
祉
士
の
国
家
試
験
科
目
を
す
べ
て

必
修
に
し
た
学
科
と
し
て
、将
来
高
い
国
家

試
験
合
格
率
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
二
〇
〇
九
年
、医
療
経
営
管
理
学
科

と
医
療
福
祉
学
科
は
医
療
福
祉
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
に
統
合
さ
れ
、五
つ
の
コ

ー
ス
で
医
療
・
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
身

に
つ
け
た
専
門
職
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
�

　
北
関
東
で
初
め
て
の
薬
学
部
が
開
設

さ
れ
た
。医
療
人
と
し
て
チ
ー
ム
医
療
に

貢
献
で
き
る
人
間
性
、社
会
性
、国
際

性
豊
か
な
薬
剤
師
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。そ
の
た
め
教
育
研
究

体
制
に
は
、医
療
薬
学
、環
境
・
社
会
薬

学
、創
薬
科
学
の
三
つ
の
系
を
置
い
て
い

る
。医
療
薬
学
系
で
は
、チ
ー
ム
医
療
の

担
い
手
と
な
る
実
践
的
な
薬
剤
師
を
め

ざ
し
た
教
育
を
行
う
。環
境
・
社
会
薬

学
系
は
薬
学
が
社
会
と
ど
の
よ
う
に
関

わ
る
の
か
に
つ
い
て
学
ぶ
。創
薬
科
学
系

で
は
、基
礎
薬
学
か
ら
発
展
し
た
、医
薬

品
の
開
発
や
ゲ
ノ
ム
創
薬
な
ど
を
学
ぶ
。�

　
二
〇
〇
六
年
よ
り
六
年
制
に
移
行
し

ま
し
た
。
基
礎
薬
学
と
臨
床
薬
学
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
け
、さ
ら
に
、薬
物

療
法
に
必
須
で
あ
る
病
気
の
知
識
を
身

に
つ
け
た
薬
剤
師
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
�

　
保
健
学
部
五
学
科
を
基
礎
と
す
る

大
学
院
医
療
福
祉
学
研
究
科
保
健
医

療
学
専
攻
が
、昨
年
一
二
月
二
二
日
、

文
部
省
か
ら
設
置
認
可
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。�

　
入
学
定
員
は
五
四
名
で
、看
護
学
分

野
、理
学
療
法
学
分
野
、作
業
療
法
学

分
野
、言
語
聴
覚
障
害
学
分
野
、放
射

線
・
情
報
科
学
分
野
に
わ
か
れ
て
研
究

を
進
め
ま
す
。�

　
現
在
は
、医
療
福
祉
学
研
究
科（
博

士
課
程
・
修
士
課
程
）、薬
学
研
究
科（
博

士
課
程
）、薬
科
学
研
究
科（
修
士
課
程
）

で
、入
学
定
員
も
二
三
五
名
に
増
え
、医

療
福
祉
専
門
職
の
生
涯
教
育
の
拠
点

と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
�

　
四
月
八
日（
土
）、小
田
原
保
健
医
療

学
部
で
は
一
六
三
名
の
学
部
学
生
と

一
五
名
の
大
学
院
生
を
迎
え
、新
校
舎

で
開
学
式
お
よ
び
初
め
て
の
入
学
式
を

執
り
行
っ
た
。�

　
新
校
舎
は
、都
心
へ
延
び
る
鉄
道
五

路
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
、小
田
原
駅
か
ら
徒

歩
三
分
と
い
う
交
通
の
便
の
良
さ
が
最

大
の
特
徴
。市
の
中
心
部
に
位
置
す
る

緑
あ
ふ
れ
る
小
田
原
城
址
公
園
も
近

く
、校
舎
か
ら
も
小
田
原
城
を
目
前
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。�

　
昨
年
、現
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
旧
小
田

原
城
内
高
等
学
校
跡
地
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
整
備
。
さ
ら
に
、現
校

舎
に
加
え
、体
育
館
や
新
校
舎
の
建
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
看
護
学
科
で
は
、本

年
四
月
入
学
生
よ
り
、入
学
定
員
を
八
〇

名
へ
増
員（
三
〇
名
増
）し
ま
す
。
�

　
二
〇
一
六
年
四
月
、千
葉
県
成
田
市
に
、

成
田
看
護
学
部
／
看
護
学
科
、成
田
保

健
医
療
学
部
／
理
学
療
法
学
科
・
作
業

療
法
学
科
・
言
語
聴
覚
学
科
・
医
学
検
査

学
科
の
開
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。�

　
最
先
端
か
つ
高
度
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
医
療
福
祉
専
門
職
を
養
成

し
ま
す
。
海
外
経
験
豊
富
な
教
授
陣
を

揃
え
、語
学
教
育
を
充
実
、九
か
国
・
約
二

〇
施
設
に
お
け
る
提
携
機
関
で
の
海
外

研
修
の
必
修
化
な
ど
国
際
性
に
富
ん
だ

授
業
科
目
を
数
多
く
設
置
し
、国
際
的

に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
も
兼

ね
備
え
た
人
材
に
育
て
ま
す
。�

　
ま
た
、留
学
生
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
、

本
学
が
協
定
を
結
ん
で
い
る
ア
ジ
ア
を
は
じ

め
と
す
る
海
外
施
設
と
の
交
流
、海
外
で
の

医
療
福
祉
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
等

を
と
お
し
て
、世
界
の
医
療
福
祉
に
貢
献
す

る
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。�

今
後
の
新
設
計
画
�

成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
新
設（
計
画
中
）�

　
二
〇
〇
九
年
四
月
七
日
、つ
い
に
福

岡
看
護
学
部
が
開
学
の
日
を
迎
え
ま

し
た
。朝
か
ら
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
に
や
や

緊
張
気
味
の
ス
ー
ツ
姿
の
学
生
た
ち
が

集
ま
り
、午
前
一
〇
時
三
〇
分
、厳
か

に
入
学
式
が
始
ま
っ
た
。�

　
開
会
の
辞
の
あ
と
、校
歌
斉
唱
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、実
は
新
入
生
た
ち
は
、

入
学
式
前
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時

か
ら
練
習
を
積
ん
で
い
た
の
で
す
。練

習
の
最
初
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
な
か
な

か
大
き
な
声
を
出
せ
な
か
っ
た
学
生
た

ち
で
し
た
が
、本
番
で
は
見
事
な
歌
声

を
披
露
し
、福
岡
看
護
学
部
第
一
期

生
と
し
て
立
派
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。�

　
二
〇
一
三
年
、キ
ャ
ン
パ
ス
を
福
岡
市

の
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
地
区
に
移
転
し
、

「
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
改
称
。
グ
ル
ー

プ
の
教
育
・
医
療
施
設
を
集
約
さ
せ
た

こ
の
地
で
、国
際
性
を
備
え
た
看
護
師

を
養
成
し
て
い
ま
す
。
�

福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
�

福
岡
看
護
学
部
を
新
設
�

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、理
学
療

法
学
科
、作
業
療
法
学
科
の
二
学
科
を

併
せ
持
つ
九
州
初
の
四
年
制
私
立
大
学

と
し
て
、福
岡
県
大
川
市
に
開
設
さ
れ
た
。

医
療
福
祉
を
担
う
新
し
い
人
材
養
成
に

取
り
組
む
大
学
の
役
割
は
大
き
い
。�

　
四
月
二
二
日
、二
三
日
に
は
、学
生
、教

職
員
も
参
加
し
て
佐
賀
・
北
山
で
一
泊
二

日
の
宿
泊
研
修
が
行
わ
れ
た
。最
初
は

ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
学
生
同
士
だ
が
、さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
と
お
し
て
交
流
し
て
い

く
う
ち
に
、夜
に
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け

た
様
子
が
見
ら
れ
た
。�

　
古
川
昭
人
学
科
長
は
同
研
修
の
閉
会

式
で
、「
研
修
を
機
に
、仲
間
づ
く
り
の

大
事
さ
を
理
解
し
ま
し
た
。本
学
へ
入

学
し
た
自
分
の
目
的
意
識
を
再
確
認
し

て
ほ
し
い
」と
学
生
た
ち
に
語
り
か
け
た
。�

　
二
〇
〇
七
年
、言
語
聴
覚
学
科
を
開
設
。

さ
ら
に
二
〇
一
三
年
、医
学
検
査
学
科
を

開
設
し
て
、学
部
名
を
「
福
岡
保
健
医
療

学
部
」
に
改
称
。
福
岡
看
護
学
部
と
連
携

し
た
「
関
連
職
種
連
携
教
育
」
の
取
り
組

み
も
さ
ら
に
加
速
し
て
い
ま
す
。
�

大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
�

同
窓
会
「
マ
ロ
ニ
エ
会
」
�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
新
設
�

医
療
福
祉
学
部
を
新
設
�

学部・大学院　開設の歩み�
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●開学時の�
　大田原キャンパス�

●現在の大田原キャンパス�
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※当時の記事から抜粋、引用していますので、数字や名称などは当時のまま掲載しています。�

1995年�
�

1997年�

1999年�
�

2001年�
�
�

2005年�
�

2006年�
�

2007年�
�

2009年�
�
�

2012年�

国際医療福祉大学開学�
保健学部（現 保健医療学部）開設�

医療福祉学部開設�

医療福祉学研究科 保健医療学�
専攻（修士課程）開設�

医療福祉学研究科 保健医療学�
専攻（博士課程）、医療福祉経�
営専攻（修士課程）開設�

薬学部、リハビリテーション学部�
（現 福岡保健医療学部）開設�

薬学部（6年制）、�
小田原保健医療学部開設�

医療福祉学研究科 臨床心理学�
専攻（修士課程）開設�

福岡看護学部、薬科学研究科 �
医療・生命薬科学専攻（修士課�
程・現 生命薬科学専攻）開設�

薬学研究科 医療・生命薬学�
専攻（博士課程）開設�

入学者数� 累計修了生数� 入学者数� 累計卒業生数�
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薬
学
部
を
新
設
�

大
学
院
設
置
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
�

小
田
原
保
健
医
療
学
部
開
学
�

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

■大学院� ■学部�

上
田
清
史
代
表
幹
事
�

　
　
　（
理
学
療
法
学
科
一
期
生
）�

１
２
号（
１
９
９
７
年
１
月
）�

「
お
知
ら
せ
」
よ
り
抜
粋
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

２
４
号（
１
９
９
９
年
１
月
）�

「
お
知
ら
せ
」
よ
り
抜
粋
�

６
６
号（
２
０
０
６
年
７
月
）�

「
小
田
原
保
健
医
療
学
部
開
学
」
よ
り
抜
粋
�

７
８
号（
２
０
０
９
年
8
月
）�

「
福
岡
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
」
よ
り
抜
粋
�

６
１
号（
２
０
０
５
年
６
月
）�

「
開
設
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
」
よ
り
抜
粋
�

６
１
号（
２
０
０
５
年
６
月
）�

「
開
設
 
薬
学
部
」
よ
り
抜
粋
�
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広
報
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�
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キ
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ン
パ
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�

広
報
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で
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る
本
学
2
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み
�

キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
�

キャンパス開設�

　
私
が
一
期
生
と
し
て
本
学
に
入

学
し
た
の
が
一
九
九
五
年
で
す
。
早

い
も
の
で
あ
れ
か
ら
二
〇
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。今
後
も
新
キ
ャ
ン

パ
ス
が
設
置
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、母
校
が
発
展
し
て
い
く
こ

と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
く
、一
人
の

卒
業
生
と
し
て
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

同
窓
会
で
も
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
と
と
も
に
母
校
の
発
展
に
寄

与
し
、社
会
の
先
輩
と
し
て
で
き
う

る
支
援
を
行
え
る
会
と
し
て
大
き

く
成
長
を
遂
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
本
年
度
は
学
科
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の

枠
を
飛
び
越
え
た
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
地
域
支
部
会
」

組
織
の
立
ち
上
げ
に
力
を
入
れ
ま

し
た
。関
東
、九
州
、中
国（
北
京
）で

支
部
会
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
結
果
、

た
く
さ
ん
の
同
窓
生
に
ご
参
加
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
一
六
六
〇
〇
名
の
卒
業
生
の
会

で
あ
る
本
会
は
、母
校
の
繁
栄
を
願

い
、各
学
科
幹
事
と
力
を
合
わ
せ
、

今
後
も
運
営
に
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�
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▼
�

　
本
学
に
は
四
附
属
病
院

を
は
じ
め
と
し
た
大
学
附

属
の
医
療
福
祉
施
設
に
加
え
、

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

と
い
う
位
置
づ
け
の
関
連
施

設
が
全
国
に
多
数
あ
り
、教

育
、研
究
、実
習
な
ど
を
力

強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
�

　
福
岡
地
区
に
は
、グ
ル
ー

プ
の
発
祥
で
あ
る
高
木
病

院（
福
岡
県
大
川
市
）を
は
じ
め
、

福
岡
山
王
病
院（
福
岡
県
福
岡

市
）、柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院（
福
岡
県
柳
川
市
）な
ど
が

あ
る
。
関
東
地
区
に
も
、山
王
病

院（
東
京
都
港
区
）、化
学
療
法

研
究
所
附
属
病
院（
千
葉
県
市

川
市
）な
ど
、い
ず
れ
も
長
い
伝

統
と
専
門
性
の
高
い
医
療
を
提

供
す
る
施
設
を
擁
す
る
。こ
う

し
た
質
・
量
と
も
に
充
実
し
た

実
習
先
が
、学
生
の
う
ち
か
ら「
チ

ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
」
を
学

ぶ
本
学
独
自
の
「
関
連
職
種
連

携
教
育
」
を
可
能
に
し
て
い
る
。
�

　
さ
ら
に
山
王
病
院
に
は
本
年
一

月
に
新
棟
が
竣
工
し
、三
月
に
は

産
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
「
山
王
バ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。「
お

産
の
山
王
」
と
し
て
伝
統
と
実
績

を
誇
る
山
王
病
院
と
連
携
し
、自

然
分
娩
を
中
心
と
し
た
お
産
を

チ
ー
ム
医
療
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
�

　
今
後
も
本
学
は
、建
学
の
精

神
と
理
念
に
基
づ
き
、医
療
福

祉
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
。
�
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い
よ
い
よ
本
学
待
望
の
附
属
病
院

が
静
岡
県
熱
海
市
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
し
た
。�
�

　
さ
る
六
月
二
七
日
、本
学
が
継
承
す

る
国
立
熱
海
病
院
の
経
営
譲
渡
に
関

す
る
調
印
式
が
、厚
生
労
働
省
と
本

学
と
の
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�
�

 
そ
れ
を
受
け
て
、病
院
オ
ー
プ
ン
初

日
の
七
月
一
日
に
は
、院
内
会
議
室
に

お
い
て
継
承
式
が
行
わ
れ
た
後
、正
面

玄
関
前
に
て
熱
海
市
の
川
口
市
雄
市

長
、本
学
の
谷
修
一
学
長
を
は
じ
め

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
除
幕

式
が
行
わ
れ
、国
際
医
療
福
祉
大
学

附
属
熱
海
病
院（
神
崎
仁
院
長
）が
正

式
に
開
院
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。�

　
今
後
、平
成
一
七
年
七
月
オ
ー
プ
ン

予
定
の
新
病
院
建
設
に
も
着
手
し
、

本
学
の
中
核
的
臨
床
実
習
施
設
と
し

て
、臨
床
実
習
や
教
育
研
修
の
受
入

れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
教
授
室
、講

義
室
、図
書
室
、研
修
室
お
よ
び
宿
泊

施
設
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。将
来

的
に
は
、全
国
の
医
療
福
祉
専
門
職
の

生
涯
学
習
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、さ
ら

に
は
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
最
新
の

設
備
と
環
境
を
兼
ね
備
え
た
地
域
の

基
幹
病
院
と
し
て
、附
属
熱
海
病
院

の
発
展
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。�

 

昭
和
八
年
の
開
設
以
来
、東
京
都

港
区
に
お
い
て
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
き
た
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社

（
Ｊ
Ｔ
）東
京
専
売
病
院
を
三
月
一
日
、

本
学
が
承
継
。国
際
医
療
福
祉
大
学

附
属
三
田
病
院
が
新
た
に
開
設
さ
れ

た
。�
�

　
当
日
は
、午
前
八
時
に
開
原
成
允

院
長
、大
山
邦
雄
副
院
長
、福
井
康

之
副
院
長
、照
井
静
子
看
護
部
長
に

よ
る
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
、参
加

し
た
職
員
と
と
も
に
新
病
院
の
門
出

を
祝
っ
た
。
緊
張
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
迎

え
る
な
か
、外
来
の
患
者
様
が
数
多

く
来
院
さ
れ
、新
体
制
で
の
診
療
が

い
よ
い
よ
開
始
さ
れ
た
。�
�

　
ま
た
、脳
神
経
外
科
、乳
腺
セ
ン
タ

ー
、頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
を
同
時
に

開
設
し
た
。
四
月
に
は
、も
の
忘
れ
・

メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク（
精
神
科
）と
呼

吸
器
セ
ン
タ
ー
を
新
設
。が
ん
診
療
の

拠
点
病
院
を
め
ざ
し
、設
備
と
陣
容

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。専
門
性

の
高
い
医
療
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、

患
者
様
本
位
の
療
養
環
境
が
提
供

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。�

　
二
〇
〇
七
年
二
月
一
日
、当
院
は
正

式
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
附
属
病

院
と
な
り
ま
し
た
。当
日
は
暖
か
い
日

差
し
の
な
か
、谷
修
一
学
長
、佐
藤
郁

夫
病
院
長
の
手
で
除
幕
が
行
わ
れ
、新

し
い
病
院
名
「
学
校
法
人
国
際
医
療

福
祉
大
学
　
国
際
医
療
福
祉
大
学
病

院
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�
�

　
今
後
は
大
学
の
附
属
施
設
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
医
療
に
関
す
る
知

識
の
習
得
を
実
践
し
、的
確
な
診
療
・

看
護
の
強
化
に
努
め
る
べ
く
職
員
一
同

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。そ
し

て
、栃
木
県
北
の
拠
点
病
院
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、地
域
住
民
の
皆
様
の
健

康
維
持
、疾
病
治
療
の
ご
期
待
に
沿
え

る
よ
う
、よ
り
一
層
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。�

　
本
学
は
、大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
障
害
者（
児
）支

援
施
設
「
国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
は
じ
め
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、在
宅
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
、県
内
唯
一
の
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設

等
を
併
設
し
、学
生
が
日
常
的
に
高
齢
者
や
障
害
を

持
つ
方
々
と
触
れ
合
え
る
環
境
に
あ
る
。
病
気
や
障
害

を
持
つ
人
も
健
常
な
人
も
「
共
に
生
き
る
社
会
」
を
実

現
す
る
と
い
う
本
学
の
建
学
の
理
念
を
め
ざ
し
た
も

の
だ
。
ま
た
、西
那
須
野
地
区
で
も
、国
際
医
療
福
祉

大
学
病
院
の
隣
地
に
介
護
老
人
保
健
施
設
や
在
宅
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
等
を
設
置
。
首
都
圏
に
お
い
て
も
、特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
・
障
害
者
支
援
施
設
「
新
宿
け
や
き
園
」

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
運
営
し
、グ
ル
ー
プ
発
祥
の
福
岡

県
で
も
多
彩
な
福
祉
施
設
を
多
数
展
開
し
て
い
る
。
�

　
こ
の
よ
う
に
本
学
は
、医
療
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
最

高
レ
ベ
ル
で
応
え
る
複
合
体
を
志
し
、地
域
の
医
療

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、充
実
し
た
臨

地
実
習
施
設
で
高
度
な
医
療
福
祉
専
門
職
を
育
成

し
て
い
る
。
�

　
四
月
一
日
を
も
ち
ま
し
て
厚
生
連

塩
谷
総
合
病
院
を
承
継
し
、国
際
医
療

福
祉
大
学
塩
谷
病
院
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。塩
谷
病
院
は

矢
板
市
を
は
じ
め
と
す
る
二
市
二
町
の

中
核
医
療
機
関
と
し
て
、地
元
の
方
か

ら
も
馴
染
み
深
く
、皆
様
か
ら
大
き
な

期
待
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
塩
谷
病
院
は
敷
地
面
積
三
五
〇
〇
〇

㎡
以
上
を
有
し
、建
物
も
平
成
四
年
に

建
設
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
き

れ
い
な
も
の
で
、い
わ
ば
地
域
の
顔
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。そ
こ
か
ら
外
を
眺
め
る
と

天
気
の
良
い
時
は
、北
は
那
須
岳
、西
に

は
高
原
山
が
す
ば
ら
し
く
き
れ
い
に
見

え
る
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、立
地
条
件

は
抜
群
で
す
。�

　
診
療
科
は
内
科
系
、外
科
系
診
療
科

を
は
じ
め
と
し
、小
児
科
、眼
科
、耳
鼻
い

ん
こ
う
科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、放
射

線
科
、麻
酔
科
等
か
ら
な
る
総
合
病
院
で
、

ベッ
ド
数
三
〇
〇
床
、江
口
光
興
院
長
は

じ
め
約
二
〇
〇
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
、日
々
患

者
様
の
た
め
に
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。�
�

　
こ
れ
か
ら
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と

し
て
、他
の
施
設
に
負
け
な
い
よ
う
、職
員

一
同
業
務
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
の
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

の
動
向
に
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。�

充実のグループ関連施設�

附
属
熱
海
病
院
開
院
�

附属病院他　開設の歩み�
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●柳川療育センター� ●水郷苑� ●新宿けやき園�

●高木病院�

●マロニエ苑� ●柳川リハビリテーション病院� ●福岡山王病院� ●国際医療福祉大学熱海病院� ●国際医療福祉大学塩谷病院�
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※当時の記事から抜粋、引用していますので、数字や名称などは当時のまま掲載しています。�

1997年5月

2002年7月

2005年3月

2007年2月

2009年4月�

国際医療福祉大学クリニ
ック開設�

国立熱海病院を継承し、
国際医療福祉大学附属
熱海病院開設（現 国際医
療福祉大学熱海病院）��

東京専売病院を継承し、
国際医療福祉大学附属
三田病院開設（現国際医
療福祉大学三田病院）�

国際医療福祉病院を本学
附属とし、国際医療福祉大
学病院に改称��

介護老人保健施設マロニ
エ苑を学校法人化��

にしなすの総合在宅ケア
センターを学校法人化��

ＪＡ栃木厚生連塩谷総合
病院を継承し、国際医療福
祉大学塩谷病院開設��

ＪＡ栃木厚生連塩谷看護
専門学校を国際医療福祉
大学塩谷看護専門学校と
して開設�国

際
医
療
福
祉
大
学
病
院
除
幕
式
�

附
属
三
田
病
院
開
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
誕
生
�

●山王病院�

４
５
号（
２
０
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２
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７
月
）�
�

「
お
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ら
せ
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用
�

▼
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▼
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▼
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６
０
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０
０
５
年
４
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�
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�
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０
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）�
�
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施
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イ
ン
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ォ
メ
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シ
ョ
ン
」
よ
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用
�

７
７
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２
０
０
９
年
４
月
）�
�

「
特
集
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よ
り
抜
粋
�
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▼
�

▼
�

　
本
学
は
開
学
以
降
、多
彩
な
国
際
交
流
・
協

力
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、近
年
で
は
特
に
、ア

ジ
ア
諸
国
を
対
象
と
し
た
交
流
・
協
力
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
�

　
当
初
、国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
「
海
外
保
健
福
祉
事
情
」
は
昨
年
度
、参

加
学
生
数
が
五
〇
〇
人
を
超
え
た
。
本
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
将
来
的
な
必
修
化
を
見
据
え
、こ
の

た
び
韓
国
の
ウ
ル
チ
大
学
と
協
定
を
締
結
し

た
が
、今
後
も
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や

大
学
・
医
療
機
関
と
の
協
定
を
進
め
国
際
交

流
の
幅
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
�

　
ま
た
、大
学
や
大
学
院
へ
の
進
学
を
希
望
す

る
留
学
生
を
対
象
に
、日
本
語
や
日
本
事
情
・

文
化
を
教
え
る
準
備
教
育
機
関
と
し
て
留
学

生
別
科
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学
生
募

集
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
一
期
生
の
入
学
は
平
成

二
七
年
一
〇
月
と
な
る
予
定
。ま
ず
は
、大
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
校
し
、そ
の
後
状
況
を
見
な
が

ら
他
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
拡
大
も
検
討
し
て
い
く
。�

　
国
際
医
療
協
力
の
分
野
で
は
、ミ
ャ
ン
マ
ー

と
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
着
実
な
成
果
を
挙
げ
て

い
る
。
短
期
研
修
生
に
つ
い
て
は
、平
成
二
六
年

度
中
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
十
数
名
の

受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。
職
種
も
医
師
・

看
護
師
・
放
射
線
技
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
理

学
療
法
士
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
�

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
我
が
国
の
経
済
産
業
省
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
一
一
月
に
実
施
し
た
、遠
隔

画
像
診
断
実
証
実
験
に
成
功
し
、今
後
、現
地

医
療
関
係
者
に
対
し
て
、病
理
や
放
射
線
画

像
診
断
技
術
を
恒
常
的
に
教
え
る
研
修
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、

同
国
保
健
大
臣
か
ら
高
木
邦
格
理
事
長
に
要

請
が
あ
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
で
の
協

力
も
進
め
て
い
る
。
�

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
予
防
医
学
意
識
の
高
ま
り
を

背
景
に
、本
学
と
二
〇
年
来
の
交
流
が
あ
る
ホ

ー
チ
ミ
ン
の
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
と
「
日
本
型
人

間
ド
ッ
ク
」
を
共
同
で
事
業
化
す
る
こ
と
で
大

筋
合
意
し
た
。
今
後
詳
細
を
固
め
、今
年
後
半

に
は
ベ
ト
ナ
ム
で
初
と
な
る
日
本
品
質
の
人
間

ド
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
く
努
め
て
い
る
。
�
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昨
年
四
月
よ
り
、ケ
ニ
ア
国
医
療

技
術
教
育
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
種
々
の
国
際
交
流
活
動
に
参

加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、ケ
ニ
ア
の
教

育
従
事
者
と
公
私
と
も
に
楽
し
く
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。�
�

　
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
K
M
T
C

（Kenya M
edical Training College

）

の
教
員
研
修
員
に
対
し
て
本
学
で
二

か
月
間C

om
puter T

echnology

に
関
し
て
の
研
修
を
行
っ
た
。研
修
の

合
間
に
ケ
ニ
ア
と
日
本
の
文
化
に
関

し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
た
こ

と
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。ま
た
、昨
年

一
一
月
ナ
イ
ロ
ビ
で
K
M
T
C
の
教

員
に
対
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
の
講

義
を
実
施
し
た
際
も
多
く
の
ケ
ニ
ア

教
員
と
話
す
機
会
を
得
、彼
ら
の
旺

盛
な
知
識
欲
に
接
し
、日
本
人
も
奢

る
こ
と
な
く
、知
識
に
対

し
て
貪
欲
さ
を
今

一
度
持
つ
べ
き

で
は
な

い
か
と

考
え
る
二
週
間
だ
っ
た
。�

　
高
木
理
事
長
は
七
月
一
日
か

ら
五
日
ま
で
の
五
日
間
、丸
山
理

学
療
法
学
科
長
、杉
原
作
業
療

法
学
科
長
と
と
も
に
、中
国
北
京

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
　
中
国
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

中
国
に
お
け
る
近
代
的
・
総
合
的

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
確
立

を
め
ざ
し
設
立
さ
れ
た
施
設
で
、

設
立
時
に
は
、本
学
の
作
業
療
法

学
科
の
杉
原
先
生
、矢
谷
先
生
、

古
川
先
生
も
専
門
家
と
し
て
中

国
に
渡
り
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

現
在
、四
〇
〇
床
、四
〇
〇
名
の

職
員
を
抱
え
、中
国
最
大
級
の
リ

ハ
ビ
リ
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�
�

　
当
大
学
へ
の
留
学
生
の
受
け
入
れ

の
他
、三
か
月
く
ら
い
の
短
期
間
で
研

修
生
を
受
け
入
れ
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、通
信
衛
星
を
使
っ
て
中
国
に

大
学
の
講
義
模
様
を
配
信
し
、中
国

に
お
け
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
の
人
材

育
成
に
貢
献
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の

検
討
を
精
力
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。�

　
タ
イ
王
国
の
マ
ヒ
ド
ン
大
学
公
衆

衛
生
学
部
と
本
学
大
学
院
が
、助

産
学
お
よ
び
関
連
分
野
で
教
育
的
協

力
や
共
同
研
究
等
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
、七
月
二
三
日
、マ
ヒ
ド
ン
大
学
に
お
い

て
協
力
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。

本
学
か
ら
は
高
木
理
事
長
、開
原
大
学

院
長
、小
島
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
、江

幡
助
産
学
分
野
責
任
者
以
下
教
員
四

名
を
含
む
計
一
〇
名
が
、マ
ヒ
ド
ン
大

学
か
ら
は
ピ
ッ
タ
ヤ
公
衆
衛
生
学
部
長

以
下
十
数
名
が
参
加
し
た
。調
印
式
は

ピ
ッ
タ
ヤ
学
部
長
の
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
で
始

ま
り
、覚
書
署
名
、開
原
大
学
院
長
の

返
礼
ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
、今
後
の
交
流
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。�

　
本
学
大
学
院
で
は
助
産
師
教
育
の

目
標
の
一
つ
に
、将
来
海
外
の
母
子
保

健
向
上
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を

挙
げ
て
お
り
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
国
際

母
子
保
健
活
動
論
や
海
外
母
子
保
健

実
習
を
設
け
て
い
る
。今
後
、学
生
間
交

流
や
教
員
の
研
究
・
研
修
を
と
お
し
、両

大
学
の
交
流
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。�

　
ベ
ト
ナ
ム
の
朝
は
早
い
。ま
だ
薄
暗
い

六
時
前
か
ら
湧
き
出
る
よ
う
な
バ
イ
ク

の
波
―
ブ
ン
ブ
ン
と
い
う
音
が
エ
ン
ド
レ

ス
に
真
夜
中
ま
で
続
く
。ホ
ー
チ
ミ
ン

市
の
中
心
街
か
ら
西
へ
五
キ
ロ
、華
僑
の

大
半
が
住
む
と
い
う
チ
ョ
ロ
ン
地
区
に

そ
び
え
立
つ
一
〇
階
建
て
の
大
病
院
―

一
一
人
の
学
生
は
こ
こ
で
約
三
週
間
、

外
来
・
入
院
患
者
対
象
の
リ
ハ
ビ
リ
科

と
脳
外
科
、小
児
入
院
病
棟
と
で
主
に

活
動
を
行
っ
た
。医
療
ス
タ
ッ
フ
、患
者

さ
ん
、家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

笑
顔
と
全
身
を
駆
使
し
た
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
で
、だ
ん
だ
ん
に
打
ち
解
け
て
い
っ
た
。

「
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
、現
場
に
入

り
込
ん
で
い
く
」と
い
う
精
神
が
徐
々

に
周
囲
に
受
け
入
れ
ら
れ
、ス
ム
ー
ズ
な

人
間
関
係
を
築
い
て
い
け
た
よ
う
に
思

う
。南
国
特
有
の
底
抜
け
に
明
る
い
善

良
な
人
柄
と
家
族
の
絆
の
強
さ
が
心

を
揺
さ
ぶ
り
、近
年
日
本
で
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
温
か
な
思
い
や
り
の
心
に
一
同

感
動
し
た
。「
継
続
は
力
な
り
」と
言

わ
れ
る
。つ
た
な
い
一
歩
を
踏
み
出
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
と
強
く
願
う
。皆
様

の
温
か
な
サ
ポ
ー
ト
、チ
ョ
ー
ラ
イ
の
皆

さ
ん
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。�

タ
イ
 

マ
ヒ
ド
ン
大
学
�

マ
ヒ
ド
ン
大
学
と
本
学
大
学
院
�

と
の
協
力
協
定
に
調
印
�

海
外
保
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福
祉
事
情
�

ベ
ト
ナ
ム
―
神
秘
の
国
か
ら
�

友
好
国
へ
�

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
で
の
�

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
報
告
�

国
際
協
力
の
今
後
の
展
開
�

海外協力協定締結先�
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（中国）中国リハビリテーシ
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（韓国）大邱韓医大学校�

（ミャンマー）ヤンゴン第一
医科大学��
（ミャンマー）ヤンゴン医療
技術大学��

（韓国）乙支大学校��

（ベトナム）ホーチミン市医
薬科大学��
（ベトナム）国立チョウライ
病院�
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リ
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研
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セ
ン
タ
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ケ
ニ
ア
�

中
国
訪
問
―

高
木
理
事
長
―
�

世
界
を
行
く
　

ケ
ニ
ア
奮
闘
記
�

９
号（
１
９
９
６
年
１
０
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）�
�
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中
国
訪
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よ
り
抜
粋
�

▼
�

２
７
号（
１
９
９
９
年
７
月
）よ
り
�

抜
粋
�

　
今
般
、本
学
は
台
湾
の
台
北
市
か

ら
車
で
一
時
間
の
新
竹
市
に
あ
る
元

培
科
技
大
学
と
人
的
・
学
術
的
交
流

の
促
進
に
合
意
し
、そ
の
覚
書
を
取

り
交
わ
し
た
。�
�

　
同
大
は
そ
の
創
設
経
緯
か
ら
、放

射
線
分
野
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
台

湾
随
一
で
あ
り
、現
在
で
は
、看
護
、

医
療
経
営
管
理
、バ
イ
オ
、情
報
、金

融
等
、時
代
の
要
請
を
反
映
し
、さ
ま

ざ
ま
な
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
。台

湾
で
も
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
問

題
に
な
り
つ
つ
あ
る
な
か
、同
大
も
図

書
館
や
事
務
棟
新
築
な
ど
施
設
の

充
実
を
図
っ
て
お
り
、本
学
と
の
交
流

を
機
に
、老
人
福
祉
分
野
の
教
育
も

手
掛
け
た
い
と
し
て
い
る
。�
�

　
本
学
で
は
、留
学
生
の
受
け
入
れ

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、周
知
の
と
お
り
、

中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
と
は
す
で
に
協
力
関
係
に
あ
り
、

ま
た
、学
生
実
習
も
海
外
各
地
で
実

施
し
て
お
り
、今
回
の
元
培
科
技
大

学
と
の
提
携
に
よ
り
、今
後
一
層
の

国
際
化
が
進
む
こ
と
に
な
る
。�

台
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一
二
月
六
日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
と
ち

ぎ
産
業
創
造
プ
ラ
ザ
で
、
「
第
一
一
回
学
生

＆
企
業
研
究
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
催
し
は
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
が

主
催
し
、
県
内
の
大
学
が
一
堂
に
会
し
て
、
「
地

域
社
会
活
性
化
」
、
「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
、

「
も
の
づ
く
り
」
、
「
医
学
・
医
療
・
福
祉
」

の
四
つ
の
異
な
る
分
野
で
、
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
行
っ
た
日
頃
の
研
究
や
活
動
内
容
を

発
表
し
あ
う
研
究
発
表
会
で
、
栃
木
な
ら
で

は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
�

　
午
前
中
に
行
わ
れ
た
分
野
別
の
研
究
発
表

審
査
会
に
続
い
て
、
午
後
は
各
賞
の
選
考
会

と
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
�

　
本
学
か
ら
は
、
「
も
の
づ
く
り
分
野
」
に

一
チ
ー
ム
、
「
医
学
・
医
療
・
福
祉
分
野
」

に
五
チ
ー
ム
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
に
一
チ
ー
ム

の
合
計
七
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
最

優
秀
賞
（
知
事
賞
）
は
「
も
の
づ
く
り
分
野
」

か
ら
「
立
体
高
次
局
所
自
己
相
関
特
徴
を
用

い
た
動
画
像
中
の
動
体
対
象
数
」
を
発
表
し

た
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
の
学
生
が
受
賞

し
た
が
、
本
学
の
七
チ
ー
ム
も
よ
く
健
闘
し
、

「
医
学
・
医
療
・
福
祉
分
野
」
で
金
賞
を
受

賞
し
た
ほ
か
、
協
賛
機
関
の
冠
賞
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
朝
日
新
聞
社
賞
」
を
受
賞
し
た
。
�

学
生
＆
�

企
業
研
究
発
表
会
�

（
以
下
、
受
賞
者
敬
称
略
）
�

卒
業
研
究
発
表
会
�

（
助
手
　
荒
木
茂
行
）
�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
総
務
課
　
豊
島
功
）
�

（
教
授
　
藤
山
由
紀
子
）
�

（
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
西
堀
眞
弘
）
�

（
講
師
　
岡
村
直
利
）
�

金
賞
�

朝
日
新
聞
社
賞
�

奨
励
賞
�

奨
励
賞
�

卒
業
研
究
発
表
会
�

学
生
＆
企
業
研
究
発
表
会
�

日
吉
淳
美
�

（
代
表
者
）
�

猪
股
亜
衣
�

大
河
内
咲
希
�

小
林
俊
和
�

斎
藤
典
子
�

　
橋
泰
子
�

田
部
井
優
太
�

山
田
萌
美
�

Specia l  Edit ion 3 Specia l  Edit ion 2

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
改
善
に
向
け
て
�

漢
方
薬
が
示
す
可
能
性
�

■
薬
学
科
五
年
�

妊
娠
期
の
ス
ト
レ
ス
曝
露
へ
の
警
鐘
と
�

治
療
提
案
�

■
薬
学
科
五
年
�

■
理
学
療
法
学
科
四
年
�

転
倒
予
防
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
�

■
理
学
療
法
学
科
四
年
�

美
し
い
姿
勢
は
足
下
か
ら
�

医
薬
品
の
個
別
適
正
化
を
目
指
し
た
�

簡
易
・
迅
速
的
な
Ｃ
Ｙ
Ｐ
3
Ａ
5
�

遺
伝
子
多
型
診
断
法
の
開
発
お
よ
び
�

Ｃ
Ｙ
Ｐ
3
Ａ
5
が
関
与
す
る
�

薬
物
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
の
確
立
�

■
薬
学
科
五
年
�

ス
ト
レ
ス
性
精
神
疾
患
に
対
す
る
�

統
合
医
療
の
有
用
性
に
関
す
る
基
礎
研
究
�

■
薬
学
科
五
年
�

特
集
 
2

特
集
 
3

―
転
ば
ぬ
秘
訣
は
「
膝
を
正
す
」
―
�

―
姿
勢
安
定
に
特
化
し
た
�

　
運
動
療
法
の
開
発
―
�

〜
抑
肝
散
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
�

　
有
用
か
？
〜
�

〜
子
に
及
ぼ
す
情
動
障
害
と
漢
方
薬
の
�

　
応
用
〜
�

〜
恐
怖
条
件
付
け
ス
ト
レ
ス
試
験
に
お
け
る
�

　
抗
う
つ
薬
と
漢
方
薬
の
併
用
効
果
〜
�

白
戸
里
加
子
（
発
表
者
）
�

今
野
紗
央
里
・
佐
藤
ゆ
り
え
・
茅
野
世
佳
�

加
賀
達
也
（
発
表
者
）
�

竹
村
征
也
・
福
井
恵
理
・
矢
板
祐
一
・
山
口
圭
介
�

佐
藤
輝
（
発
表
者
）
�

岸
隆
斗
・
鬼
頭
佑
太
朗
・
竹
沢
麻
奈
美
�

田
沼
香
里
奈
（
発
表
者
）
�

　
田
朋
子
・
服
部
陽
香
・
見
木
沙
織
�

大
森
雄
貴
（
発
表
者
）
�

青
木
千
華
・
大
谷
和
加
奈
・
田
之
上
幹
・
�

永
山
絵
里
奈
・
白
野
博
之
・
堀
江
ひ
と
み
�

　
一
○
月
二
五
日
、
放
射
線
・
情
報
科
学
科
の

卒
業
研
究
報
告
会
が
Ｏ
棟
一
○
一
教
室
と
ロ
ビ

ー
で
行
わ
れ
た
。
例
年
と
同
様
、
各
卒
業
研
究

グ
ル
ー
プ
か
ら
選
出
さ
れ
た
一
五
名
の
実
行
委

員
を
中
心
に
企
画
・
運
営
さ
れ
た
。
�

　
発
表
会
で
は
放
射
線
に
関
わ
る
一
○
○
以
上

の
演
題
が
報
告
さ
れ
、
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま

で
、
約
四
○
○
名
が
参
加
し
た
。
な
か
で
も
新

四
年
生
と
な
る
三
年
生
は
真
剣
な
面
持
ち
で
講

演
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。
�

　
三
年
生
の
一

月
に
卒
業
研
究

グ
ル
ー
プ
に
配

属
さ
れ
、
各
自

が
テ
ー
マ
を
決

め
て
卒
業
研
究

に
取
り
組
む
。

そ
の
た
め
、
毎

年
一
○
○
以
上
の
発
表
が
行
わ
れ
る
。
今
年
の

報
告
会
で
も
発
表
形
式
は
各
卒
業
研
究
グ
ル
ー

プ
か
ら
選
ば
れ
た
一
五
名
が
口
述
発
表
を
行
い
、

そ
れ
以
外
の
学
生
は
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
っ
た
。
�

　
四
年
生
の
互
選
に
よ
り
、
口
述
発
表
か
ら
三

演
題
が
優
秀
賞
と
し
て
選
ば
れ
た
。
受
賞
し
た

学
生
は
国
家
試
験
直
後
に
実
施
さ
れ
る
栃
木
県

診
療
放
射
線
技
師
会
学
術
研
究
発
表
会
で
発
表

す
る
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
か
ら
も
六
演
題
の
優

秀
賞
が
選
ば
れ
、
計
九
名
に
記
念
の
盾
と
賞
状

が
贈
ら
れ
た
。
�
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一
二
月
六
日
、
卒
業
研
究
発
表
会
が
在
校
生

と
教
員
が
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
四
年
生

は
、
夏
休
み
期
間
を
除
く
五
月
一
二
日
か
ら
一

一
月
一
五
日
ま
で
臨
地
実
習
が
あ
る
。
加
え
て

実
習
報
告
会
、
卒
業
試
験
や
講
義
、
就
職
活
動

等
で
多
忙
な
な
か
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
研
究
を
続

け
た
。
先
行
論
文
を
読
み
、
実
験
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
、
デ
ー
タ
収
集
、
解
析
と
、
毎
日
夜
遅
く

ま
で
取
り
組
ん
だ
。

テ
ー
マ
は
、
基
礎

的
研
究
か
ら
臨
床

的
研
究
ま
で
多
岐

に
わ
た
り
、
そ
の

成
果
を
グ
ル
ー
プ

全
員
が
力
を
合
わ

せ
て
発
表
し
た
。

発
表
を
終
え
た
学

生
た
ち
は
、
達
成

感
で
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

ど
の
顔
も
晴
れ
や

か
で
誇
ら
し
げ
に

見
え
た
。
四
月
か

ら
視
能
訓
練
士
と

し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
が
、
今
後
も
こ

の
経
験
を
生
か
し
、

臨
床
の
み
な
ら
ず

研
究
面
で
も
医
療

に
貢
献
し
て
ほ
し
い
。
�

　
一
一
月
二
七
日
、
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
二
階
の

学
生
ホ
ー
ル
に
て
、本
学
科
の
卒
業
研
究
発
表
会

が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
も
多
く
の
学
生
が
積

極
的
に
卒
業
研
究
に
取
り
組
み
、
事
前
の
口
頭

審
査
を
経
て
、
言
語
聴
覚
障
害
に
直
接
関
係
す

る
も
の
を
中
心
に

二
三
題
の
発
表
が

行
わ
れ
た
。
�

　
発
表
は
ポ
ス
タ

ー
で
の
質
疑
応
答

形
式
で
、
参
加
し

た
三
、
四
年
生
は
、

認
知
、記
憶
、聴
覚

情
報
処
理
、
言
語

発
達
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
内
容
に
、

深
い
関
心
と
興
味

を
持
っ
て
参
加
し
て
い
た
。
今
ま
さ
に
来
年
度

の
卒
業
研
究
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
る
三
年

生
に
と
っ
て
は
、
研
究
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
、

最
終
学
年
に
向
か
う
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
り

す
る
有
意
義
な
場
と
な
っ
た
。
ま
た
、
四
年
生

に
と
っ
て
は
、
卒
業
後
も
言
語
聴
覚
士
と
し
て

研
究
的
な
視
点
を
持
っ
て
臨
床
を
行
う
第
一
歩

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

言
語
聴
覚
学
科
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

放
射
線
・
情
報
科
学
科
�

　
一
二
月
二
三
日
、
本
学
科
の
診
療
情
報
管
理

コ
ー
ス
と
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
の

二
コ
ー
ス
で
は
、
二
、
三
限
に
六
会
場
で
卒
業

論
文
発
表
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
四
年
次
の

必
修
科
目
で
あ
る
卒
業
研
究
の
論
文
提
出
後
、

審
査
の
一
部
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
主

査
か
ら
の
厳
し
い
質
問
に
四
苦
八
苦
す
る
四
年

生
を
、
来
年
は
我
が
身
の
三
年
生
が
真
剣
に
見

守
る
姿
が
随
所
で
見
ら
れ
た
。
�

　
本
学
科
に
は
医
療
福
祉
領
域
の
臨
床
や
経
営

を
支
え
る
多
様
な
学
問
分
野
を
専
門
と
す
る
教

員
が
所
属
し
て
お
り
、
そ
れ
を
反
映
し
て
学
生

の
研
究
テ
ー

マ
も
自
然
科

学
か
ら
社
会

科
学
ま
で
広

範
な
領
域
に

わ
た
る
。
そ

の
た
め
、
論

文
書
式
や
審

査
基
準
を
一

律
に
課
す
こ

と
が
難
し
い
。

そ
こ
で
こ
れ

ら
二
コ
ー
ス
で
は
、
各
分
野
の
標
準
的
規
定
を

入
念
に
比
較
検
討
し
、
そ
れ
ら
を
融
合
さ
せ
独

自
に
開
発
し
た
「
卒
業
論
文
作
成
要
項
」
を
学

生
に
予
め
提
示
し
、
公
平
性
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

【
医
学
・
医
療
・
福
祉
分
野
】�

【
医
学
・
医
療
・
福
祉
分
野
】�

【
も
の
づ
く
り
分
野
】�

【
ポ
ス
タ
ー
発
表
】�

【
医
学
・
医
療
・
福
祉
分
野
】�
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●発表会を終え、学生と教員が大集合�

●学科独自に開発した「卒業論文作成要項」と発表会の様子�

●ロビーで行われたポスター講演の様子�

●ポスター発表で３年生に説明する発表者�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

視
機
能
療
法
学
科
�

●見事に金賞を受賞した大森さんの発表の様子�

●表彰状を手にする田沼さん�

●ポスター発表の様子�

奨
励
賞
�

抗
体
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
用
い
る
�

関
節
リ
ウ
マ
チ
治
療
薬
創
製
の
試
み
�

■
薬
学
科
五
年
�

樽
川
歩
実
（
発
表
者
）
�

星
野
里
奈
・
小
野
優
紀
恵
�



キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
小
田
原
�
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第
一
回
（
平
成
二
五
年
四
月
二
五
日
）
�

献
血
数
　
五
七
名
�

第
二
回
（
平
成
二
五
年
九
月
一
九
日
）
�

献
血
数
　
六
五
名
�

第
三
回
（
平
成
二
六
年
六
月
四
日
）
�

献
血
数
　
九
七
名
�

第
四
回
（
平
成
二
六
年
一
二
月
一
日
）
�

献
血
数
　
七
六
名
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

●
福
岡
�

小
田
原
�

過去の献血数�

第33回�

　
平
成
二
七
年
二
月
に
保
健
師
・
看
護
師
の

国
家
試
験
に
臨
む
の
は
、
福
岡
看
護
学
部
の

三
期
生
で
あ
る
。
全
員
が
保
健
師
・
看
護
師

国
家
試
験
を
受
験
す
る
の
は
今
年
が
最
後
で

あ
る
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
四
期
生
か
ら
は
、

保
健
師
選
択
コ
ー
ス
の
学
生
だ
け
が
保
健
師

の
国
家
試
験
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。
今
年

度
の
第
一
〇
一
回
保
健
師
国
家
試
験
は
二
月

二
〇
日
、
第
一
〇
四
回
看
護
師
国
家
試
験
は

二
月
二
二
日
に
実
施
さ
れ
る
。
昨
年
は
、
全

国
的
な
大
雪
の
中
で
の
開
催
で
、
東
北
で
は

別
日
程
で
看
護
師
国
家
試
験
を
受
験
し
た
学

生
も
い
た
。
受
験
日
を
見
据
え
て
、
一
生
懸

命
勉
強
す
る
学
生
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
今

年
は
そ
ん
な
状
況
に
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
り

た
い
。
�

　
例
年
、
三
年
次
の
一
二
月
に
実
施
す
る
国

家
試
験
対
策
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
本

格
的
な
取
り
組
み
が
開
始
す
る
。
今
年
の
専

任
教
員
の
補
講
対
策
は
、
五
つ
の
コ
ー
ス
で

構
成
し
た
。
第
一
コ
ー
ス
は
、
「
四
月
に
実

施
し
た
国
家
試
験
出
題
基
準
」
の
説
明
、
第
二
・

三
コ
ー
ス
は
、
一
一
月
か
ら
の
「
必
修
問
題

対
策
」
と
「
状
況
設
定
問
題
を
読
み
解
く
」

で
あ
る
。
第
四
コ
ー
ス
は
、
か
な
り
の
努
力

を
要
す
る
学
生
を
対
象
に
し
た
「
暗
記
特
訓

コ
ー
ス
」
で
あ
り
、
第
五
コ
ー
ス
は
一
月
か

ら
開
始
す
る
「
学
校
で
の
学
習
と
生
活
時
間

調
整
コ
ー
ス
」
で
あ
る
。
�

　
看
護
師
国
家
試
験
は
、
朝
九
時
に
始
ま
り

夕
方
五
時
ま
で
と
長
時
間
集
中
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
夜
型
人
間
の
多
い
学
生
に
と
っ
て
、

昼
間
に
十
分
実
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
生
活

を
整
え
る
こ
と
も
一
月
か
ら
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
学
習
の
成
果
が
表
れ
な
い
学
生
を

保
護
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
支
え
る
こ
と
も

教
員
の
役
割
で
あ
る
。
今
、
福
岡
看
護
学
部

専
任
教
員
は
、
一
丸
と
な
っ
て
学
生
を
支
え

て
い
る
。
�

　
三
月
二
五
日
の
国
家
試
験
合
格
発
表
日
、
「
全

員
合
格
」
の
朗
報
の
た
め
に
、
学
生
と
共
に

頑
張
ろ
う
！
�

　
一
一
月
九
日
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
市

民
公
開
講
座
を
開
催
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
輝
か
せ
よ
う
Ｍ
ｙ
 

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
 

〜
測
っ
て

健
康
！
 

笑
っ
て
介
護
！
〜
」
。
�

　
今
年
も
一
年
生
と
二
年
生
全
員
で
準
備
し
、

一
七
講
座
の
体
験
型
ブ
ー
ス
と
三
講
座
の
講

演
を
設
け
た
。
今
年
は
、
地
域
の
方
か
ら
要

望
の
あ
っ
た
「
介
護
」
に
関
す
る
講
座
を
初

め
て
設
け
た
。
�

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
は
あ
っ
た
が
、

一
八
二
名
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
。
来
場
者

か
ら
は
、
「
今
年
は
介
護
の
講
座
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
」
、
「
学
生
か
ら
お
迎
え
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
」
な
ど
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
�

�

　
小
田
原
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科

の
勝
平
純
司
講
師
が
開
発
に
関
わ
っ
た
体

幹
装
具
「
ト
ラ

ン
ク
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
」
が
、

二
〇
一
四
年

度
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
を

受
賞
し
た
。
�

　
こ
の
装
具
は
、
腰
痛
者
の
腰
部
負
担
を

軽
減
す
る
も
の
で
、
腰
に
装
着
・
固
定
し

て
バ
ネ
の
力
で
胸
を
押
す
こ
と
に
よ
り
、

押
さ
れ
た
胸
を
戻
そ
う
と
無
意
識
に
腹
筋

に
力
が
入
る
と
い
う
仕
組
み
。
勝
平
講
師

は
こ
の
装
具
の
開
発
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
参
加
し
、
主
に
腹
筋
に
無
意
識
に

力
が
入
る
仕
組
み
の
構
築
に
貢
献
し
た
。

な
お
勝
平

講
師
ら
は

昨
年
度
こ

の
仕
組
み

に
関
す
る

特
許
権
を

取
得
し
て

い
る
。
�

　
こ
の
装

具
は
全
国

で
二
八
〇

〇
万
人
以

上
と
い
わ
れ
る
腰
痛
者
だ
け
で
な
く
、
高

齢
者
の
転
倒
予
防
や
片
麻
痺
者
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
有
効
。
ま
た
、
腹
筋

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
良
姿
勢
学
習
に
も
使

用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
障
害
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
に
利
用
さ
れ
る

も
の
と
し
て
広
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
�

　
な
お
、
「
ト
ラ
ン
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

は
、
四
月
か
ら
の
商
品
化
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
�

　
国
際
学
生
学
術
論
文
検
討
会
の
翌
日
、

一
一
月
八
日
は
、
元
培
醫
事
科
技
大
学
創

立
五
〇
周
年
記
念
行
事
に
出
席
。
そ
の
後
、

佐
々
木
さ
ん
は
運
動
会
に
参
加
し
、
学
生

間
交
流
を
深
め
た
。
�

　
夕
方
か
ら
は
、

新
竹
市
か
ら
台

北
へ
の
バ
ス
観

光
に
参
加
。
途
中
、

新
北
市
立
鶯
歌

陶
瓷
博
物
館
で

陶
芸
を
鑑
賞
し
、

士
林
夜
市
へ
。

元
培
醫
事
科
技
大
学
の
学
生
と
国
際
部
の
方
々

と
一
緒
に
台
湾
ら
し
さ
を
感
じ
る
賑
や
か

な
通
り
で
、
漢
方
で
豚
な
ど
を
じ
っ
く
り

煮
込
ん
だ
士
林
十
全
排
骨
と
胡
椒
餅
の
食

事
を
と
り
、
歩
き
疲
れ
て
一
休
み
し
な
が

ら
台
湾
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。
�

　
元
培
醫
事
科
技
大
学
の
皆
様
の
細
や
か

な
配
慮
と
新
た
な
出
会
い
に
感
謝
し
た
旅

だ
っ
た
。
�

� 　
一
二
月
一
日
、
小
田
原
保
健
医
療
学
部
の
六

階
体
育
館
を
会
場
に
、
献
血
活
動
が
実
施
さ
れ

た
。
今
年
二
回
目
、
通
算
四
回
目
と
な
る
。
�

　
神
奈
川
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
と
小
田
原

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
中
心
と
な
り
、

昨
年
の
四
月
、
九
月
、

今
年
の
六
月
と
実

施
し
て
き
た
。
毎

回
多
く
の
学
生
・

教
職
員
が
献
血
活

動
に
参
加
し
、
今

回
の
献
血
に
は
七

六
名
が
協
力
し
て
い
る
。
�

　
神
奈
川
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
担
当

者
か
ら
は
、
「
神
奈
川
県
内
の
他
大
学
に
お

い
て
も
献
血
活
動
を
実
施
し
て
い
る
が
、
一

回
で
五
〇
名
を
超
え
る
こ
と
は
珍
し
く
、
同

じ
医
療
系
大
学
で
も
、
二
〇
名
か
ら
三
〇
名

の
協
力
者
が
あ
れ
ば
多
い
方
で
す
。
献
血
に

よ
っ
て
命
が
救
わ
れ
る
こ
と
へ
の
意
識
の
高

さ
に
驚
き
ま
す
。
他
大
学
と
比
較
し
て
も
、

毎
回
多
く
の
学
生
・
教
職
員
が
参
加
協
力
し

て
く
れ
て
非
常
に
助
か
り
ま
す
」
と
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
�

　
学
外
で
献
血
を
し
た
際
に
作
っ
た
献
血
カ

ー
ド
を
持
参
す
る
学
生
も
お
り
、
医
療
職
を

め
ざ
す
学
生
と
し
て
頼
も
し
く
思
え
る
。
�

　
今
年
度
内
の

献
血
活
動
は
今

回
で
終
了
と
な

る
が
、
次
年
度

以
降
も
年
二
回

の
ペ
ー
ス
で
計

画
し
、
通
例
行

事
と
し
て
引
き

続
き
実
施
し
て

い
く
予
定
で
あ

る
。
�

　
一
一
月
七
日
に
台
湾
新
竹
市
の
元
培
醫
事
科

技
大
学
で
行
わ
れ
た
国
際
学
生
学
術
論
文
検
討

会
に
福
岡
看
護
学
部
四
年
生
の
佐
々
木
尚
子
さ

ん
が
学
術
論
文
発
表
者
と
し
て
参
加
し
た
。
�

　
元
培
醫
事
科
技
大
学
へ
は
、
台
北
か
ら
台
湾

高
鐵
（
新
幹
線
）
で
新
竹
ま
で
三
〇
分
。
快
適

な
新
幹
線
サ
ー
ビ

ス
の
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
干
す
間
も
な

く
新
竹
駅
に
到
着
。

駅
に
は
、
元
培
醫

事
科
技
大
学
の
学

生
が
出
迎
え
て
く

れ
た
。
�

　
国
際
学
生
学
術

論
文
発
表
会
に
は
、
元
培
醫
事
科
技
大
学
の

学
生
を
は
じ
め
、
中
国
、
上
海
、
ベ
ル
リ
ン
、

日
本
か
ら
は
本
学
以
外
に
西
九
州
大
学
の
学

生
が
参
加
し
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。
�

　
佐
々
木
さ
ん
は
、
卒
業
研
究
で
取
り
組
ん

だ
テ
ー
マ
『
周
手
術
期
に
お
け
る
効
果
的
な

低
体
温
予
防
の
方
法
』
を
発
表
し
た
。
周
手

術
期
の
看
護
と
し
て
体
温
管
理
に
着
目
し
、

文
献
検
討
の
結
果
、
術
前
か
ら
の
衣
類
・
寝

具
や
手
術
室
の
室
温
に
よ
る
保
温
の
重
要
性
、

手
術
中
は
温
風
式
加
温
装
置
に
よ
る
保
温
、

手
術
中
・
手
術
後
の
吸
湿
発
熱
性
繊
維
製
品

に
よ
る
保
温
の
必
要
性
を
発
表
し
た
。
発
表
後
、

座
長
で
あ
っ
た
新
生
醫
護
管
理
專
科
学
校
の

荘
彗
華
先
生
よ
り
発
表
証
明
書
が
送
ら
れ
た
。
�

　
国
際
医
療
・
看
護
技
術
教
育
研
究
会
で
講

演
さ
れ
た
北
島
政

樹
学
長
も
学
生
の

発
表
会
に
参
加
さ
れ
、

発
表
や
質
疑
へ
の

対
応
方
法
な
ど
の

ご
指
導
を
い
た
だ

い
た
。
�

　
学
生
に
と
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
国
際

的
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
発
表
は
、
大
き
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
あ
る
。
佐
々
木
さ
ん
が
、
い
き
い

き
と
学
生
間
交
流
を
す
る
姿
は
頼
も
し
く
、

国
際
的
な
視
野
の
広
が
り
が
得
ら
れ
た
こ
と

を
実
感
し
た
。
�

�

（
総
務
課
　
高
久
晃
）
�

（
学
務
課
　
下
田
岳
史
）
�

（
総
務
課
　
高
久
晃
）
�

（
国
試
対
策
委
員
長
　
塚
原
ひ
と
み
）
�

（
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
　
教
授
　
塚
原
ひ
と
み
）
��

●献血前の問診の様子�●献血、お疲れ様でした。�

●受賞した勝平講師�●装着時のトランクソリューション�●検討会で発表する佐々木さん�

●発表証明書が贈られた�

●受付をする教職員�

●新北市立鶯歌陶瓷博物館で陶芸を鑑賞�

●創立50周年記念イベントに出席�

●市民公開講座のひとコマ（ストレッチ&マッサージ）�

市
民
公
開
講
座
開
催
�

元
培
醫
事
科
技
大
学
で
の
�

活
動
レ
ポ
ー
ト
�

国
家
試
験
「
全
員
合
格
」
に
�

向
け
て
取
り
組
む
�

C a m p u s  r e p o r tC a m p u s  r e p o r t

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

福
岡
�

第23回�
理
学
療
法
学
科
の
�

勝
平
純
司
講
師
が
�

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
�

を
受
賞
�

献
血
活
動
を
実
施
�

：
�

：
�

：
�

：
�

国
際
学
生
学
術
論
文
検
討
会
�

1

創
立
五
〇
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
�

2



次
年
度
入
試
に
向
け
た
出
願
も
こ
れ
か
ら

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
出
願
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
、
大
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
大
川
�
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

●
大
学
院
●
塩
谷
看
護
専
門
学
校
�

　
一
二
月
一
二
日
、
第
九
回
生
四
一
名
の
看
護

の
誓
い
の
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
前
日
ま
で
の
雨

が
嘘
の
よ
う
な
青
空
で
、
清
々
し
い
気
持
ち
で

迎
え
た
朝
だ
っ
た
。
身
支
度
を
整
え
て
開
式
を

待
つ
学
生
た
ち
の
表
情
は
緊
張
で
強
ば
っ
て
い

た
。
実
行
委
員
を
中
心
に
練
習
を
重
ね
、
ク
ラ

ス
全
員
で
会
場
を
作
り
、
や
っ
と
迎
え
た
こ
の

日
。
担
任
と
し
て
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
通
り
う
ま

く
い
っ
て
ほ
し
い
、
節
目
の
式
と
し
て
思
い
出

に
残
る
も
の
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
祈
っ
た
。
同

じ
緊
張
感
の
な
か
で
迎
え
た
入
学
式
と
は
異
な

り
、
強
ば
る
表
情
の
な
か
に
も
八
か
月
の
看
護

学
生
と
し
て
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
た
。
真
っ
暗

な
中
で
、
キ
ャ
ン
ド
ル
を
手
に
壇
上
で
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
誓
詞
を
斉
唱
す
る
学
生
た
ち
は
、
誇

ら
し
く
、
堂
々
と
し
た
姿
だ
っ
た
。
会
場
を
周

回
し
、
保
護
者
席
の
前
で
一
礼
す
る
と
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
の
音
が
鳴
り
響
く
。
我
が
子
の
姿
に
保

護
者
の
思
い
も
ひ
と
し
お
の
よ
う
だ
っ
た
。
�

　
そ
の
後
、
学
校
長
を
は
じ
め
、
丸
山
仁
司
国

際
医
療
福
祉
大
学
副
学
長
、
国
際
医
療
福
祉
大

学
病
院
の
田
口
春
美
看
護
部
長
よ
り
温
か
い
ご

支
援
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
田
口
看
護
部
長

か
ら
は
、
看
護
す
る
う
え
で
、
「
心
身
の
問
題

を
発
見
で
き
る
知
識
と
経
験
を
も
っ
て
い
る
こ

と
」
、
「
苦
痛
や
不
快
感
を
和
ら
げ
る
た
め
の

具
体
的
な
看
護
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
」
、

「
医
師
の
言
葉
を
わ
か
り
や
す
く
翻
訳
し
、
患

者
さ
ん
や
家
族
に
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
教
養

と
能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
」
が
真
の
力
と
し

て
必
要
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。
�

　
思
え
ば
、
四
月
か
ら
の
慣
れ
な
い
九
〇
分
の

座
学
、
聞
き
な
れ
な
い
専
門
用
語
の
多
い
講
義
、

プ
ロ
と
し
て
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
立
つ
た
め
の
基

礎
を
学
ん
で
き
た
八
か
月
だ
っ
た
。
日
々
何
気

な
く
行
っ
て
い
た
日
常
生
活
動
作
を
、
看
護
援

助
と
し
て
提
供
す
る
た
め
の
技
術
習
得
は
困
難

を
極
め
る
。
看
護
師
と
し
て
の
所
作
を
、
僅
か

三
年
間
で
身
に
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
で
も
看
護
師
を
め
ざ
す
心
を
育

み
、
看
護
の
厳
し
さ
と
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
、
斉
唱
す
る
学
生
た
ち
を
見
て
思
う
。
�

　
こ
の
看
護
の
誓
い
の
式
は
、
学
生
に
と
っ
て

は
所
信
表
明
で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
足
を
踏
み
入

れ
る
臨
地
へ
の
思
い
を
馳
せ
、
看
護
の
道
を
歩
む

た
め
の
弛
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
か
ら
受
け
継
い
だ
灯
火

を
、
ず
っ
と
灯
し
続
け
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り

で
あ
る
。
�

　
一
一
月
二
六
日
、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
地

域
公
開
講
座
」
を
開
催
し
た
。
�

　
『
こ
れ
っ
て
も
の
忘
れ
？
 

そ
れ
と
も
認
知

症
？
 

〜
認
知
症
の
理
解
と
症
状
進
行
の
予
防

〜
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
本
学
作
業
療
法
学
科

の
新
川
寿
子
准
教
授
が
講
演
し
、
地
元
大
川

市
を
は
じ

め
と
し
た

六
〇
名
を

超
え
る
地

域
の
方
々

に
ご
参
加

い
た
だ
い

た
。
�

　
参
加
者

は
、
認
知

症
に
関
す

る
講
義
と

一
般
的
に

行
わ
れ
て

い
る
検
査
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

理
解
を
深
め
た
。
新
川
准
教
授
は
、
「
疑
い

が
生
じ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
、
「
脳
の
健
康
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
受
診
の
き
っ
か
け
作

り
や
誘
い
方
、
受
診
を
嫌
が
る
ご
家
族
に
対

し
て
の
上
手
な
話
し
方
を
紹
介
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
参
加
型
・
実
践
型
で
と
て
も
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
�

　
本
学
の
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
公
開
講

座
は
、大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
さ
れ
た
翌

年
の
平
成
一
八
年
よ
り
毎
年
定
期
的
に
実
施

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
二
年
ほ
ど
は
、
医
学

検
査
学
科
の
開
設
に
伴
う
工
事
等
で
一
旦
休

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
度
「
地

域
公
開
講

座
」と
し
て

装
い
も
新

た
に
再
ス

タ
ー
ト
を

切
る
こ
と

と
な
っ
た
。

今
後
は
、

年
一
回
だ

っ
た
開
催

を
数
回
に

増
や
す
こ

と
も
視
野

に
入
れ
て
、

充
実
を
図

る
予
定
で

あ
る
。
福

岡
保
健
医

療
学
部
の

貞
俊
学
部
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
交
流

の
場
と
な
る
公
開
講
座
を
と
お
し
て
、
深
く

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
本
学
の
持
て

る
知
と
技
を
積
極
的
に
地
域
に
提
供
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
責
任
を
果
た
し

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
�

　
今
後
は
本
学
の
教
員
が
教
育
研
究
の
成
果

を
大
学
の
中
だ
け
で
な
く
広
く
社
会
に
開
放

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
皆
様
へ
の
生
涯
学
習

の
展
開
と
貢
献
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
企
画
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
�

�

　
平
成
二
七
年
一
月
一
日
付
で
国
際
医
療
福
祉

大
学
大
学
院
長
が
金
澤
一
郎
教
授
か
ら
天
野
隆

弘
教
授
に
替
わ
る
こ
と
を
受
け
、
一
二
月
二
六

日
、
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
辞
令
交
付
式

を
執
り
行
っ
た
。
式
は
全
キ
ャ
ン
パ
ス
に
同
時

中
継
さ
れ
、
高
木
邦
格
理
事
長
、
金
澤
一
郎
教

授
、
天
野
隆
弘
教
授
の
ほ
か
、
佐
藤
禎
一
学
事

顧
問
、
杉
原
素
子
副
大
学
院
長
を
は
じ
め
、
各

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
多
く
の
教
員
が
参
加
し
た
。
�

　
天
野
新
大
学
院

長
は
、
平
成
二
一

年
に
本
学
教
授
に

就
任
、
平
成
二
二

年
よ
り
副
大
学
院

長
を
務
め
た
。
�

　
金
澤
教
授
は
、

平
成
一
九
年
に
本

学
大
学
院
教
授
、

副
大
学
院
長
に
就

任
し
、
平
成
二
三

年
よ
り
大
学
院
長
を
務
め
、
大
学
院
運
営
に

尽
力
し
た
。
今
後
は
名
誉
大
学
院
長
、
学
事

顧
問
と
な
る
。
�

（
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
 
大
学
院
運
営
室
）
�

（
教
務
部
　
八
木
澤
妙
子
）
�

（
九
州
地
区
広
報
室
）
�

（
助
教
　
池
田
拓
郎
）
�

●高木理事長から辞令を受ける天野新大学院長�

●看護の道へ堂 と々歩み出した１年生�

大
学
院
長
の
辞
令
交
付
式
�

　
一
一
月
一
日
、
理
学
療
法
学
科
四
年
生
（
第

七
期
生
）
に
よ
る
卒
業
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ

た
。
�

　
今
年
度
の
大
き
な
特
徴
は
、
大
川
キ
ャ
ン
パ

ス
に
理
学
療
法
学
科
が
開
設
さ
れ
て
以
来
初
め

て
、
選
択
科

目
で
あ
る
「
卒

業
研
究
」
を

四
年
生
全
員

が
履
修
し
、

総
仕
上
げ
の

場
で
あ
る
発

表
会
に
臨
ん

だ
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
発
表

会
は
口
述
と

ポ
ス
タ
ー
に

よ
る
新
し
い

形
式
を
取
り

入
れ
、
臨
床
実

習
の
期
間
に
、

多
く
の
三
年

生
も
参
加
し

た
中
で
の
開

催
と
な
っ
た
。
�

　
学
生
は
四
年
次
の
前
期
よ
り
一
二
の
グ
ル

ー
プ
を
形
成
し
、
指
導
教
員
と
「
研
究
」
に

関
す
る
実
験
計
画
の
立
案
や
実
行
に
つ
い
て
綿

密
な
相
談
を
継
続
的
に
行
い
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
て
得
ら
れ
た
結
果
を
発
表
し
た
。
「
バ

イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
」、「
呼
吸
」、「
神
経
生
理
」

な
ど
多
岐
に

わ
た
る
分
野

を
研
究
テ
ー

マ
と
し
た
三

〇
演
題
に
つ

い
て
、
活
発

な
質
疑
や
討

論
が
交
わ
さ

れ
、
発
表
会

は
積
極
的
で

前
向
き
な
雰

囲
気
あ
ふ
れ

た
も
の
と
な

っ
た
。
�

　
優
秀
演
題

賞
に
は
、
『
健

常
者
に
お
け

る
横
隔
膜
運

動
と
腹
部
呼

吸
運
動
の
関

係
』
と
『
若

年
成
人
に
お

け
る
身
体
活

動
が
実
行
機
能
に
与
え
る
影
響
』
の
二
つ
が

選
ば
れ
た
。
�

　
今
回
、
四
年
生
全
員
が
「
卒
業
研
究
」
を

履
修
し
、
発
表
会
に
臨
ん
だ
こ
と
は
、
研
究

手
法
の
一
端
を
知
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た

と
確
信
し
て
い
る
。
彼
ら
全
員
の
卒
業
後
の

活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。
�

●初めて４年生全員が履修した「卒業研究」の発表会�

●ポスター発表の様子�

●熱心にメモをとる参加者�

●再開した公開講座の第１回目を担当した新川准教授�

理
学
療
法
学
科
 
�

卒
業
研
究
発
表
会
�

平
成
二
六
年
度
�

地
域
公
開
講
座
を
開
催
�

大
学
院
入
試
に
向
け
て
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第7回�

大
学
院
�

C a m p u s  r e p o r tC a m p u s  r e p o r t

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第37回�

大
川
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第15回�

塩
谷
看
護
�

専
門
学
校
�

　
二
月
九
日
の
出
願
締
め
切
り
に
向
け
、
各

分
野
・
専
攻
で
は
以
下
の
通
り
、
入
学
説
明
会
・

相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。
�

■
診
療
情
報
ア
ナ
リ
ス
ト
養
成
分
野
�

　
一
一
月
三
〇
日
、
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス

五
階
ホ
ー
ル
に
て
講
演
会
・
進
学
相
談
会
を

開
催
し
た
。
講
演
会
の
テ
ー
マ
は
「
『
が
ん

登
録
デ
ー
タ
』
『
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
』
の
分
析
・

活
用
か
ら
医
療
と
経
営
の
質
向
上
を
考
え
る
」
。

第
七
回
と
な
っ
た
今
回
は
昨
年
度
を
大
き
く

上
回
る
一
五
七
名
が
講
演
会
に
参
加
し
、
講

演
後
に
は
進
学
説
明
会
も
行
わ
れ
た
。
�

■
臨
床
心
理
学
専
攻
�

　
例
年
八
月
に
開
催
し
て
い
る
第
一
回
目
の

専
攻
説
明
会
を
九
月
一
五
日
の
大
学
院
全
体

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
開
催
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
説
明
、
入
試
説
明
、
教
員
に
よ
る

相
談
会
と
い
う
内
容
に
昨
年
度
を
上
回
る
五

二
名
の
参
加
者
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。
�

■
医
療
経
営
管
理
分
野
�

　
一
〇
月
一
三
日
と
一
二
月
一
四
日
に
医
療

経
営
戦
略
コ
ー
ス
（
ｈ
―
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス
）

の
説
明
会
を
開
催
。
コ
ー
ス
内
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
紹
介
、
模
擬
授
業
に
続
き
、
相
談
会
を

実
施
し
た
。
�

■
助
産
学
分
野
�

　
大
田
原
（
八
月
、
一
二
月
）
と
福
岡
（
九
月
、

一
二
月
）
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
説
明
、
入
試
説
明
の
後
、

教
員
、
卒
業
生
、
在
校
生
を
交
え
た
昼
食
会

を
は
さ
ん
で
、
相
談
会
を
実
施
し
た
。
�



　
新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。
�

　
昨
年
は
当
院
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
と

な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
よ
り
開
始
し
た
心
臓

外
科
手
術
や
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ

ィ
ン
チ
」
に
よ
る
手
術
は
ト
ラ
ブ
ル
な
く
順

調
に
数
を
伸
ば
し
、
昨
年
よ
り
開
始
し
た
Ｐ

Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
も
確
実
に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
六
年
度
上
半
期
に
お
け
る
一
日
の
平

均
入
院
患
者
数
は
二
六
〇
人
、
一
日
の
平
均

外
来
患
者
数
は
九
五
〇
人
、
一
か
月
の
平
均

手
術
件
数
は
三
二
〇
件
、
救
急
受
入
数
は
二

三
〇
件
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
来
・
入

院
の
実
績
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会

グ
ル
ー
プ
病
院
の
中
で
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
今
年
は
乙
未
（
き
の
と
ひ
つ
じ
）
の
年
で
、

難
問
を
思
い
切
っ
て
払
い
落
す
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を

取
り
払
い
、
地
域
医
療
の
発
展
の
た
め
に
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
�

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
�

�

　
昨
年
は
、病
院
機
能
の
向
上
と
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
努
め
た
一
年
で
し
た
。循
環
器
内
科
は
常
勤

医
二
名
体
制
で
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
開
始
、

神
経
内
科
と
高
齢
者
診
療
内
科
を
充
実
さ
せ
、

外
来
棟
を
増
築
し
て
増
加
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

い
た
し
ま
し
た
。化
学
療
法
室
の
新
設
や
内
視

鏡
準
備
室
の
整
備
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。病
棟

に
関
し
て
は
、一
般
病
床
を
三
〇
床
オ
ー
プ
ン
し
、

総
病
床
数
を
二
四
〇
床
と
し
ま
し
た
。回
復
期
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
病
棟
区
分
を
「
病

棟
入
院
料
二
」か
ら
「
一
」
へ
強
化
し
、四
月
に

開
設
し
た「
し
お
や
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
利
用
者
数

が
順
調
に
増
加
、在
宅
看
護
・
居
宅
介
護
の
部
門

の
機
能
も
充
実
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
本
年
度
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
開
設
し
、

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
に
求
め
ら
れ
る
地

域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
体
制
を
整
え
る
と

と
も
に
、グ
ル
ー
プ
の
ご
支
援
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、さ
ら
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
、地
域

医
療
へ
貢
献
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。�

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

　
当
セ
ン
タ
ー
は
二
〇
○
○
年
に
創
設

し
、今
年
で
一
六
年
目
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
職
員
全
員
の
力
で
、地
域
の

障
害
児
・
者
の
医
療
福
祉
の
向
上
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、利
用
者
の
増

加
、障
害
の
多
様
化
に
伴
っ
て
施
設
が

狭
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

　
今
年
は
、さ
ら
に
地
域
の
皆
様
に
貢

献
し
、入
所
者
が
利
用
し
や
す
く
な
る

よ
う
、外
来
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、入
所

施
設
、通
所
施
設
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
ま
す
。ま
た
、社
福
法
人
邦
友
会
と

し
て
、職
員
、地
域
の
子
育
て
支
援
の
た

め
に
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
保
育
施
設

の
新
設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。�

　
今
年
も
ご
指
導
、ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
全
個
室
ユ
ニッ
ト
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム・
障
害
者
支
援
施
設
・
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護
施
設
を
併
設
し
て

い
る
当
園
は
、開
設
七
年
目
を
迎
え
ま

す
。�

　
各
々
の
サ
ー
ビ
ス
で
生
じ
る
で
あ
ろ

う
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
今
年
も
職

員
一
同
、誠
実
に
対
応
し
新
た
な
技
術

を
積
み
重
ね
、よ
り
た
く
ま
し
い
施
設

に
成
長
し
て
い
く
所
存
で
す
。�

　
当
施
設
が
あ
る
首
都
圏
の
医
療
福

祉
人
材
不
足
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、高
齢
者
・
障
害
者
支
援
の
ニ
ー
ズ

は
日
々
増
大
し
て
お
り
ま
す
。各
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、人
材

の
確
保
に
つ
き
、引
き
続
き
ご
支
援
を

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
国
際
医
療
福
祉
大
学

の
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
当
院
は
、昭
和
一

二
年
の
創
設
以
来
、オ
ー

プ
ン
で
安
心
な
思
い
や
り

の
あ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ホ
ス

ピ
タ
ル
と
し
て
歴
史
を
築

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

　
現
在
、近
接
す
る
山
王

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
て
外
来
・
入
院
診
療

を
行
っ
て
お
り
、昨
年
末

に
隣
地
に
新
棟
が
完
成
い

た
し
ま
し
た
。
今
春
に
は
「
山
王
バ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
と
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
な
ど
当
院
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
施
設
を
新
た
に
擁
し
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。地
域
医
療
へ
の
貢
献
と
、

本
学
の
関
連
病
院
と
し
て
の
機
能

を
ま
す
ま
す
高
め
て
ま
い
り
ま
す
、�

　
本
年
も
ご
支
援
、ご
鞭
撻
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
公
益
財
団
法
人
と
し
て

の
新
た
な
出
発
を
し
て
か
ら

三
年
目
に
な
り
ま
す
。�

　
当
院
は
結
核
病
棟
、一
般

病
棟
に
加
え
、回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
、療
養
病

棟
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
備
え
た
特
色
の
あ
る
病
院

と
し
て
躍
進
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、い
ま
だ
結
核
専
門
病

院
と
の
認
識
が
強
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。

結
核
の
み
な
ら
ず
、予
防
医
学
、生
活

習
慣
病
か
ら
が
ん
治
療
ま
で
、幅
広
い

高
度
な
治
療
を
行
う
病
院
と
し
て
地

域
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
、診
療
内
容

の
大
幅
な
充
実
を
図
り
、地
域
医
療

に
真
に
貢
献
で
き
る
体
制
の
構
築
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
の
目
標
を
も
っ
て
、職
員
一
同
、

邁
進
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

　
昨
年
の
当
院
の
最
大
の

で
き
ご
と
は
、
急
性
期
新

棟
の
完
成
で
す
。こ
れ
に
よ

り
、救
急
外
来
お
よ
び
Ｉ
Ｃ

Ｕ
の
拡
充
、Ｈ
Ｃ
Ｕ
の
新
設
、

手
術
室
の
増
室
・
拡
充
、手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
」
導
入
の
準
備
、外
科

系
病
棟
の
集
中
化
が
実
現
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門

を
大
幅
に
拡
張
し
ま
し
た
。

今
年
一
月
か
ら
、放
射
線

治
療
装
置
を
最
新
型
リ
ニ

ア
ッ
ク
へ
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、強
度
変
調

放
射
線
治
療（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、地
域
の

が
ん
診
療
の
拠
点
病
院
を
め
ざ
し
、

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
充
実
な
ど
、質

の
高
い
が
ん
医
療
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。�

　
今
年
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
当
院
は
今
年
、
大
き
な
目
標
に
挑
み
ま
す
。
�

　
昨
年
か
ら
国
際
医
療
機
関
認
証
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）

取
得
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い

よ
い
よ
三
月
九
日
〜
一
三
日
の
五
日
間
で
模
擬

審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
シ
カ
ゴ
の

Ｊ
Ｃ
Ｉ
本
部
か
ら
国
際
審
査
委
員
三
名
が
派
遣

さ
れ
、
本
審
査
さ
な
が
ら
に
、
当
院
の
現
在
の

医
療
が
Ｊ
Ｃ
Ｉ
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
検
証

さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
指
摘
さ
れ
る
問
題
点
を

約
半
年
か
け
て
改
善
し
た
う
え
で
、
一
〇
月
頃

に
は
本
審
査
を
受
審
す
る
予
定
で
す
。
�

　
こ
れ
ま
で
は
、
選
抜
さ
れ
た
職
員
約
一
〇
〇

名
が
一
四
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、

約
一
二
〇
〇
項
目
の
基
準
へ
の
対
応
を
協
議
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
全
職
員
が

日
常
診
療
の
中
で
そ
の
基
準
を
実
践
し
て
い
く

段
階
に
入
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
証
取
得
に
向

け
た
日
々
の
努
力
に
よ
り
、
患
者
安
全
の
基
盤

が
構
築
さ
れ
、
世
界
に
通
用
す
る
質
の
高
い
医

療
が
実
現
で
き
る
は
ず
で
す
。
�

　
本
年
も
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
熱
海
市
は
人
口
わ
ず
か
四
万
人
で
す
が
、
美

し
い
海
を
前
に
、
後
ろ
に
は
山
を
背
負
い
自
然

豊
か
な
町
で
す
。
当
院
は
そ
の
中
核
病
院
と
し

て
、
ま
た
伊
豆
半
島
全
域
の
医
療
を
も
担
っ
て

い
ま
す
。
�

　
一
方
で
地
方
都
市
特
有
の
問
題
も
抱
え
て
お

り
、
特
に
人
口
に
対
す
る
六
五
歳
以
上
人
口
の

割
合
を
示
す
「
高
齢
化
率
」
は
四
二
％
と
、
認

知
症
を
併
発
す
る
高
齢
者
の
ケ
ア
が
重
要
で
す
。

退
院
後
の
在
宅
管
理
や
施
設
へ
の
入
所
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
病
院
の
機
能
維
持
に
は
重

要
で
、
熱
海
市
健
康
づ
く
り
課
、
医
師
会
、
老

健
や
特
養
な
ど
の
施
設
と
協
議
を
重
ね
、
町
全

体
と
し
て
高
齢
者
を
見
守
る
姿
勢
に
転
換
を
促

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ア
に
お
い
て
も
、
見

る
、
話
し
か
け
る
、
触
れ
る
、
立
つ
を
柱
と
し

た
認
知
症
へ
の
対
応
方
法
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

を
導
入
し
、
高
齢
者
が
豊
か
な
感
情
の
中
で
過

ご
せ
る
場
所
に
し
よ
う
と
知
恵
を
出
し
合
い
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
「
二
○
二

五
年
問
題
」
を
先
取
り
し
た
町
と
医
療
の
関
係

の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
�

病
院
長
　
蘇
原
　

泰
則
�

施
設
長
　
杉
原
　

素
子
�

病
院
長
　
堤
　
治
�

病
院
長
　
岩
坂
　

剛
�

病
院
長
　
西
野
　

卓
�

セ
ン
タ
ー
長
　
下
泉
　

秀
夫
�

病
院
長
　
早
川
　

正
道
�

病
院
長
　
小
川
　

聡
�

病
院
長
　
横
田
　

俊
平
�

附
属
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
�

附
属
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
�

塩
谷
病
院
�

附
属
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
�

三
田
病
院
�

附
属
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
�

熱
海
病
院
�

新
宿
け
や
き
園
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
�

山
王
病
院
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
�

高
木
病
院
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
�

化
学
療
法
研
究
所
�

附
属
病
院
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
�

国
際
医
療
福
祉
�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
�

セ
ン
タ
ー
�

�
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施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
�

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
�

東北大学卒、医学博士。前自治医科大
学外科学講座主任教授。元日本呼吸
器外科学会会長・理事・終身指導医。�

九州大学卒、医学博士。佐賀大学名誉教授。日本産科婦人
科学会認定産婦人科専門医、日本婦人科腫瘍学会認定婦
人科腫瘍専門医、日本臨床細胞学会認定細胞診専門医。�

東京大学卒、医学博士。前東京大学医学部産婦人科学教
室教授。日本受精着床学会理事長、日本産科婦人科内視鏡
学会常務理事。�

千葉大学卒、医学博士。千葉大学名誉
教授。前千葉大学医学部麻酔学講座
教授、日本麻酔科学会指導医。�

お
茶
の
水
女
子
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
前
日

本
作
業
療
法
士
協
会
会
長
、国
際
医
療
福
祉
大

学
大
学
院
副
大
学
院
長
。
米
国
作
業
療
法
士
資

格
取
得
。�

徳
島
大
学
卒
、医
学
博
士
。
元
栃
木
県
身
体
障
害

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
医
務
科
長
。
国
際
医
療
福
祉

大
学
大
学
院
教
授
。�

慶應義塾大学卒、医学博士。防衛医科大
学校名誉教授。前防衛医科大学校長・病
院長。日本泌尿器科学会指導医・専門医。�

慶應義塾大学卒、医学博士。慶應義塾
大学名誉教授。元日本循環器学会理
事長、元日本心臓病学会理事長。�

横浜市立大学卒、医学博士。同
大学名誉教授。前同大学医学
部小児科教授・同大学医学部
長等を歴任。元日本小児科学会
理事長。�

Institution Information Institution Information

●
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
　

●
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
　

●
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
　
�

●
国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
　

●
新
宿
け
や
き
園
　

●
山
王
病
院
　

●
化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院
●
高
木
病
院
�



　
一
一
月
八
日
、本
学
の
高
木
邦
格
理
事
長
、北

島
政
樹
学
長
ほ
か
一
行
一
〇
名
は
、台
湾
の
元
培

醫
事
科
技
大
学
の
創
立
五
〇
周
年
祝
賀
行
事
に

出
席
し
た
。同
大

学
は
、台
湾
で
初

の
放
射
線
技
師

養
成
専
門
学
校

と
し
て
開
校
、そ

の
後
医
療
関
係

学
科
を
次
々
に

開
設
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。同
大
学
の
蔡
雅
賢
執
行
理
事
と

本
学
の
高
木
敦
子
名
誉
会
長
と
の
親
交
か
ら
交

流
が
始
ま
り
、二
〇
○
六
年
に
協
力
協
定
を
締
結

し
て
以
来
、相
互
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。�

　
同
大
学
に
当
日
開
設
さ
れ
た「
影
像
医
学
博

物
館
」を
視
察
中
、展
示
さ
れ
て
い
た
シ
ン
グ
ル
ス

ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
は
、同

行
し
て
い
た
本
学

の
勝
俣
健
一
郎

放
射
線
・
情
報
科

学
科
長
が
開
発

に
携
っ
た
も
の
だ

と
偶
然
わ
か
り
、

参
加
者
か
ら
喝

采
を
浴
び
た
。勝

俣
学
科
長
は「
こ

う
し
た
形
で
出

合
え
る
と
は
感

慨
深
い
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
た
。�

　
経
済
産
業
省
の
推
進
す
る
医
療
機
器
・サ
ー
ビ

ス
国
際
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、本
学
は
二

〇
一
一
〜
一
二
年
に
か
け
て
、中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
で

「
遠
隔
病
理
・
画
像
診
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
成
功

さ
せ
た
。二
〇
一
四
年
度
は
ベ
ト
ナ
ム
と
ミ
ャ
ン
マ

ー
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
日
本
の
診

断
技
術
と
検
査

機
器
技
術
、情

報
通
信
技
術
を

融
合
さ
せ
、病

理
や
画
像
診
断

分
野
の
専
門
医

が
不
足
し
て
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
で
遠
隔
診
断
シ
ス
テ

ム
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
、遠
隔
画
像
診
断
・

研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
め
ざ
す
も
の
だ
。�

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
関
し
て
は
本
学
か
ら
、国
際
医
療

福
祉
大
学
三
田
病
院
の
長
村
義
之
病
理
診
断
セ

ン
タ
ー
長（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）と
縄
野
繁
放

射
線
診
断
セ
ン
タ
ー
長（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）、大
学
院

の
小
川
俊
夫
准
教
授（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）他
が
ヤ
ン

ゴ
ン
へ
赴
き
、一
一
月
一
一
〜
一
二
日
、ヤ
ン
ゴ
ン

第
一
医
科
大
学
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病

院
を
専
用
回
線
で
つ
な
ぎ
、さ
ま
ざ
ま
な
症
例
の

診
断
を
遠
隔
で
行
い
、実
験
を
成
功
さ
せ
た
。今

後
は
こ
の
遠
隔
診
断
シ
ス
テ
ム
の
、現
地
に
お
け
る

実
際
の
診
断
や
、研
修
用
途
で
の
活
用
が
期
待
さ

れ
る
。�

　
本
学
は
ベ
ト
ナ
ム
を
対
象
と
し
た
海
外
医
療
協

力
の
一
環
と
し
て
、開
学
以
降
、ベ
ト
ナ
ム
南
部
の

拠
点
病
院
で
あ
る
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
に
対
し
て
、教

員
の
派
遣
、研
修
医
や
留
学
生
の
受
け
入
れ
等
、

人
材
育
成
分
野
で
の
協
力
等
を
長
年
に
わ
た
っ
て

継
続
し
て
き
た
。�

　
先
頃
、さ
ら
な

る
協
力
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
を
目

的
と
し
て
、本
学
の

高
木
邦
格
理
事
長
、

佐
藤
禎
一
学
事

顧
問
等
が
首
都
ハ

ノ
イ
に
赴
き
、保
健

省
の
グ
エ
ン・
テ
ィ・

キ
ム
・
テ
ィ
エ
ン
保

健
大
臣
を
表
敬

訪
問
し
た
。大
臣
と
理
事
長
と
の
対
談
で
は
、チ
ョ

ー
ラ
イ
病
院
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
同
院
に
お
け
る

日
本
式
人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
係
る
協

力
や
、本
学
が
計
画
し
て
い
る
短
期
研
修
生
の
受

け
入
れ
等
に
関
し
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。大
臣
か
ら
は
、こ
れ
ら
本
学
の
活
動
に
つ
い

て
賛
同
し
全
面
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、日
本

へ
の
長
期
留
学
生
派
遣
に
つ
い
て
も
協
力
し
た
い

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。�

　
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
本
学
の
医
療
協
力
に
対
す
る
要

望
の
声
は
非
常
に
高
く
、今
後
は
日
本
式
人
間
ド

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、長
期
留
学
生
や
短
期
研
修

生
の
受
け
入
れ
、遠
隔
診
断
へ
の
協
力
な
ど
、具

体
的
な
計
画
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。�

　
一
一
月
一
五
日
、ゾ
ー
・
ミ
ン・ア
ウ
ン
 

ミ
ャ
ン

マ
ー
教
育
省
副
大
臣
と
、ル
イ
ン
・
ル
イ
ン
・
ソ
ー
 

ヤ
ン
ゴ
ン
外
国
語
大
学
学
長
が
、国
際
医
療
福

祉
大
学
三
田
病
院

と
山
王
病
院
を
視

察
後
、本
学
関
係

者
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。�

　
意
見
交
換
会
に

は
、ミ
ャ
ン
マ
ー
大

使
館
の
ウ
イ
ン
・
ア

ウ
ン
公
使
の
ほ
か
、

本
学
大
学
院
で
学

ぶ
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら

の
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学

生
四
名
も
出
席
し
、

今
後
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
や
、ヤ
ン
ゴ
ン
外

国
語
大
学
と
の
交
流
推
進
に
関
し
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。
今
後
は
、本
学
か
ら
の
学
生
派

遣
時
に
、ヤ
ン
ゴ
ン
外
国
語
大
学
の
学
生
と
の

交
流
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。�

　
一
一
月
一
七
日
、タ
イ
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学

の
ジ
ャ
ン
ジ
ー
ラ
学
長
や
大
学
院
生
な
ど
総
勢

三
九
名
が
来
日
し
、山
王
病
院
、国
際
医
療
福

祉
大
学
三
田
病
院
、新
宿
け
や
き
園
を
視
察
後
、

大
学
本
校
に
て
学
術
交
流
協
定
の
更
新
協
定

書
の
調
印
式
を
行
っ
た
。
一
八
日
に
は
国
際
医

療
福
祉
大
学
病
院
を
視
察
し
た
ほ
か
、二
〇
日

に
は
高
木
邦
格
理
事
長
が
晩
餐
会
を
主
催
し
、

ジ
ャ
ン
ジ
ー
ラ
学
長
と
の
旧
交
を
温
め
た
。�

　
タ
イ
か
ら
留
学
し
、本
学
大
学
院
の
医
療
福
祉

学
研
究
科
博
士
課
程
の
S
H
U
M
P
L
A
N
G-

K
H
O
M
S
A
K（
シ
ュ
ム
プ
ラ
ン
グ
　
コ
ム
サ
ッ
ク
）

さ
ん
が
、一
一
月
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）に
関
す

る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
」に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
た
。教
育
分
野
の
国
際
会
議
と
し
て

は
過
去
最
大
の
こ
の
会
議
に
は
、各
国
か
ら
閣
僚

級
の
代
表
団
が
訪
れ
、コ
ム
サ
ッ
ク
さ
ん
は
持
ち
前

の
明
る
さ
と
英
語
・
日
本
語
力
を
生
か
し
て
コ
ン
ゴ

民
主
共
和
国
代
表
団
の
エ
ス
コ
ー
ト
を
担
当
し
た
。

な
お
、こ
の
会
議
に
は
、本
学
の
佐
藤
禎
一
学
事
顧

問
も
宣
言
文
の
策
定
に
参
加
さ
れ
た
。�

　
コ
ム
サ
ッ
ク
さ
ん
は
、「
国
際
会
議
の
一
端
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
幸
運
に
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
得
た
経
験
は
一
生
忘
れ

る
こ
と
の
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。励
ま
し
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
っ
た
佐
藤
禎
一
先
生
と
池
田
俊

也
先
生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。�

※
会
議
の
模
様
は
左
記
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。�

　
昨
年
六
月
五
〜
六
日
に
神
戸
国
際
会
議
場
で

行
わ
れ
た「
第
五
五
回
日
本
人
間
工
学
学
会
」で
、

大
学
院
保
健
医
療
学
専
攻
理
学
療
法
学
分
野
の

林
翔
太
さ
ん
が
、「
優
秀
研
究
発
表
奨
励
賞
」を

受
賞
し
た
。本
賞
は
、当
該
年
度
の
大
会
終
了
時

点
で
二
六
歳
未
満
の
若
手
研
究
者
が
対
象
と
な
る

賞
で
、最
優
秀
賞
一
名
、優
秀
賞
四
名
が
選
出
さ

れ
、林
さ
ん
は「
持
ち

上
げ
動
作
に
よ
っ
て

生
じ
る
椎
間
板
圧
縮

力
の
比
較
 
―

骨
盤
前

傾
を
指
示
す
る
こ
と

で
腰
部
負
担
は
変
化

す
る
の
か
―

」と
い
う

演
題
で
発
表
を
行
い
、「
優
秀
賞
」を
受
賞
し
た
。�

　
持
ち
上
げ
動
作
時
に
は
、腰
部
負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、持
ち
上
げ
を
頻
繁

に
行
う
業
種
に
お
い
て
は
、腰
痛
の
発
症
率
が
高

く
な
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
背
景
か

ら
、持
ち
上
げ
作
業
の
現
場
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
腰

部
負
担
軽
減
の
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。林
さ

ん
は
、現
場
で
実
施
さ
れ
て
い
る
腰
部
負
担
軽
減

対
策
に
着
目
し
、持
ち
上
げ
作
業
時
に
生
じ
る
腰

部
負
担
を
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
を
用

い
て
計
測
し
、定
量
的
に
評
価
し
た
。加
え
て
、ど
の

よ
う
な
指
示
を
与
え
る
と
持
ち
上
げ
作
業
時
の

腰
部
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
明

ら
か
に
し
、高
い
評
価
を
得
た
。�

　
林
さ
ん
は
現
在
、博
士
課
程
一
年
生
と
し
て
在

学
中
で
あ
り
、今
後
の
研
究
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。�

�

http://w
w

w.unesco.org/new
/en/unesco-

w
orld-conference-on-esd-2014/

本
大
学
院
生
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
�

ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
に
学
生
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
�

大
学
院
生
の
林
翔
太
さ
ん
が
�

日
本
人
間
工
学
学
会
で
�

優
秀
研
究
発
表
奨
励
賞
を
受
賞
�

留学生が見た 母国と日本の保健福祉事情�
●
留
学
生
が
見
た
 
母
国
と
日
本
の
保
健
福
祉
事
情
�

　
私
が
理
学
療
法
士
を
め
ざ
し
た
の
は
、

家
の
そ
ば
に
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研

究
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）が
あ
り
、中
学
生

の
時
に
母
が
、「
こ
こ
で
働
い
た
ら
」
と
言
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
後
、北
京

で
高
齢
者
が
急
速
に
増
え
ま
し
た
が
、当

時
、リ
ハ
ビ
リ（
特
に
理
学
療
法
）へ
の
中
国

人
の
イ
メ
ー
ジ
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
温
熱
療
法

で
あ
り
、病
院
や
施
設
で
は
ほ
と
ん
ど
提

供
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
�

　
そ
う
し
た

な
か
、二
〇

〇
二
年
、
北

京
の
首
都

医
科
大
学

に
入
学
し
、

リ
ハ
ビ
リ
治
療
学（
理
学
療
法
）の
勉
強
を

始
め
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
日
本
国
際
協
力

機
構
）と
中
国
障
碍
者
連
合
会
が
連
携
し

た
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
養
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
の
首
都
医
科
大
学
で
、中
国
で
初
め

て
理
学
療
法
士
と
作
業
療
法
士
を
養
成

す
る
四
年
制
教
育
が
開
始
さ
れ
た
年
で
あ

り
、私
は
そ
の
一
期
生
と
な
り
ま
し
た
。
国

際
医
療
福
祉
大
学
や
Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
と
連
携
し

て
、日
本
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
参
考
に
し
な

が
ら
、中
国
独
自
の
教
材
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、恩
師
の
丸
山
仁
司
先
生
を
は
じ

め
多
く
の
先
生
方
に
お
会
い
し
て
、日
本

の
理
学
療
法
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
�

　
二
〇
〇
六
年
に
卒
業
し
、Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
に
勤

め
ま
し
た（
母
の
言
葉
通
り
に
な
り
ま
し
た
）。

二
〇
〇
八
年
、Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
と
国
際
医
療
福

祉
大
学
が
連
携
し
た
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
中

西
部
地
区
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
人
材
養

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。Ｃ

Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
職
員
が
日
本
で
修
士
課
程
を
学

ぶ
こ
と
に
な
り
、私
も
参
加
し
て
修
士
号

を
取
得
し
ま
し
た
。
�

　
二
〇
〇
九
年
に
帰
国
後
、リ
ハ
ビ
リ
の

教
育
や
臨
床
、国
際
協
力
な
ど
の
仕
事
を

し
ま
し
た
が
、自
分
の
能
力
不
足
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
中
国
で
は
急
速
に
リ
ハ
ビ
リ

が
普
及
し
、地
方
で
も
リ
ハ
ビ
リ
施
設
や

養
成
学
校
の
数
は
何
十
倍
に
も
な
り
、ニ

ー
ズ
は
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、リ
ハ
ビ
リ
人

材
、特
に
研
究
人
材
は
不
足
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
さ
ら

な
る
「
人
材
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま

り
、私
は
博
士
課
程
を
学
ぶ
た
め
に
国
際

医
療
福
祉
大
学
に
留
学
し
、来
年
修
了
す

る
予
定
で
す
。
�

　
「
西
学
東
漸
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

西
洋
の
知
見
が
東
洋
に
伝
わ
る
と
い
う
意

味
で
す
が
、過
去
、欧
米
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

科
学
や
技
術
が
伝
来
し
ま
し
た
。リ
ハ
ビ

リ
も
同
様
で
す
。
一
方
、中
国
に
は
多
く

の
症
例
が
あ
り
、日
本
に
は
最
先
端
の
技

術
が
あ
り
ま
す
。
両
国
が
連
携
す
れ
ば
、リ

ハ
ビ
リ
や
福
祉
事
業
は
飛
躍
的
に
発
展
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
成
果

を
も
っ
て
欧
米
に
影
響
を
与
え
て
い
く
こ

と
、つ
ま
り
、「
東
学
西
漸
」
を
共
通
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
両
国
が
連
携
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
�

　
最
後
に
学
部
生
の
皆
さ
ん
へ
、「
読
万
巻

書
、行
万
里
路
」
と
い
う
中
国
の
諺
を
送

り
ま
す
。「
万
巻
の
書
を
読
み
、万
里
の
道

を
行
く
」
、す
な
わ
ち
、「
本
か
ら
得
た
知

識
以
外
に
、自
ら
の
足
で
各
地
を
巡
り
、視

野
や
見
聞
を
広
め
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
�

●蔡雅賢執行理事(右)に記念の額を�
　手渡す高木理事長�

●グエン・ティ・キム・ティエン保健大臣（右）との意見交換�

●林志城校長(右から３人目)と本学関係者。手前が勝俣学科長が開発したＣＴ�

●ヤンゴン第一医科大学における遠隔病理診断�
　の実証実験�

●ゾー・ミン・アウン教育省副大臣（前列中央）を囲んで�

●受賞した林翔太さん�

●黄 秋晨（コウ シュウシン）さん中国出身�
理学療法士／博士課程３年�第1回�

●「将来はグローバルに活躍したい」�
　と言うコムサックさん�
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本
学
と
毎
日
新
聞
社
の
共
催
に
よ
る
「
『
共

に
生
き
る
社
会
』
め
ざ
し
て
　
高
校
生
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
」
は
五
年
目
を
迎
え
、
一
一
月

二
二
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
�

　
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
一
六
八
九
点
の
作

品
の
中
か
ら
、
一
次
審
査
、
最
終
審
査
を
経
て
、

最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
二
点
、
佳
作
二
点
、

入
選
五
点
、
学
校
賞
七
校
が
選
ば
れ
た
。
�

　
当
日
は
少
し
寒
い
な
が
ら
も
秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
た
。
式
典
の
前
に
、
「
よ
い
脳
を
つ
く

る
 

〜
遺
伝
か
環
境
か
」
と
題
し
て
桃
井
眞
里

子
副
学
長
の
特
別
講
演
が
あ
り
、
一
般
来
場

者
や
在
学
生
が
多
数
詰
め
か
け
た
。
写
真
や

図
を
使
っ
て
脳
の
仕
組
み
や
発
達
の
過
程
が

わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
医
療
福
祉
専
門

職
を
め
ざ
す
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。
�

　
表
彰

式
に
は
、

最
優
秀

賞
、
優

秀
賞
、

佳
作
に

入
賞
し

た
四
名

の
高
校

生
と
そ

の
保
護

者
、
担
当
教
諭
、
学
校
賞
を
受
賞
し
た
高
校

の
教
諭
が
招
待
さ
れ
た
。
北
島
政
樹
学
長
の

主
催
者
挨
拶
、
毎
日
新
聞
社
編
集
委
員
の
冠

木
雅
夫
様
の
作
品
講
評
に
続
き
、
北
島
学
長

か
ら
受
賞
者
に
賞
状
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。
�

　
最
後
に
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
の

五
名
に
よ
る
作
品
朗
読
（
欠
席
者
一
名
の
作

品
は
司
会
者

が
代
読
）
が

行
わ
れ
た
。

自
ら
の
体
験

を
と
お
し
て

発
見
し
た
喜

び
や
苦
悩
、

悲
し
み
な
ど

高
校
生
の
素
直
な
思
い
が
伝
わ
る
と
同
時
に
、

課
せ
ら
れ
た
試
練
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
答
え

を
導
き
出
す
姿
は
来
場
者
に
感
動
を
与
え
た
。
�

　
一
一
月
二
五
日
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
三

田
病
院
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
医
療
・
科
学
技
術

分
野
の
要

人
一
五
名

を
お
迎
え
し
、

「
ポ
ー
ラ

ン
ド
‐
日

本
医
療
技

術
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開

催
し
た
。

こ
れ
は
、

「
北
島
政

樹
学
長
の

指
導
の
も

と
で
、
ぜ

ひ
と
も
日

本
の
先
端

的
な
医
工

連
携
の
取

組
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
大
使
館
を
通
じ
た
要
望
に
対
し
て
お
応

え
し
た
も
の
で
あ
る
。
�

　
セ
ミ
ナ
ー
は
北
島
学
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

参
加
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ル
ブ
リ
ン
医
科

大
学
、
グ
ダ
ン
ス
ク
医
科
大
学
な
ど
各
大
学

や
医
療
研
究
所
の
映
像
を
交
え
た
紹
介
が
あ

っ
た
。
当
院
か
ら
は
、
長
村
義
之
病
理
診
断

セ
ン
タ
ー
長
と
縄
野
繁
放
射
線
科
画
像
診
断

部
長
よ
り
、
経
産
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
複
数
の
病
院
間
で
同
一
の
病
理
画
像
や
放

射
線
画
像
を
共
有
で
き
る
画
像
伝
送
テ
レ
パ

ソ
ロ
ジ
ー
と
画
像
診
断
の
技
術
に
つ
い
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
�

　
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
独
立
行
政
法
人
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）

か
ら
、
北
島
学
長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー

ダ
ー
を
つ
と
め
て
い
る
軟
性
内
視
鏡
手
術
シ

ス
テ
ム
、
ニ
ュ
ー
ロ
リ
ハ
ビ
リ
シ
ス
テ
ム
、

ス
マ
ー
ト
治
療
室
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、

皆
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
�

　
和
や
か
な
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
挟
ん
で
、
今

後
の
科
学
技
術
分
野
の
交
流
に
関
し
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
院
内

見
学
で
は
、
当
院
と
グ
ル
ー
プ
関
連
施
設
の

山
王
病
院
が
誇
る
放
射
線
診
断
・
治
療
機
器
や
、

病
棟
・
病
室
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
な

ど
を
関
心
深
く
ご
覧
い
た
だ
い
た
。
�

　
一
〇
月
二
八
日
、
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
の
経
営
二
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
総

勢
二
〇
二
名
が
参
加
す
る
「
三
年
次
病
院
実

習
報
告
会
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
実
習

病
院
の
指
導
者
へ
四
週
間
の
夏
季
実
習
の
成

果
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、

二
年
生
へ
の

情
報
提
供
を

目
的
と
し
て
、

毎
年
秋
に
実

施
し
て
い
る
。

三
年
生
は
実

習
の
集
大
成

と
し
て
緊
張

し
た
面
持
ち

で
発
表
を
行
い
、

二
年
生
は
自

身
の
実
習
病
院
選
考
の
参
考
情
報
を
収
集
す

る
た
め
に
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
発
表
を
聞
い

て
い
た
。
四
年
生
は
、
前
年
の
実
習
経
験
を

も
と
に
三
年
生
へ
質
問
し
、
活
発
な
発
表
会

と
な
っ
た
。
�

　
報
告
会
に
参
加
し
た
実
習
病
院
の
指
導
者

よ
り
、「
学
生
が
得
た
学
び
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」、「
実
習
中
よ
り
さ
ら
に
成
長
し
た
姿
が

見
ら
れ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
教
員
か

ら
見
て
も
実
習
を
終
え
た
三
年
生
は
、
社
会

人
と
し
て
評
価
で
き
る
く
ら
い
成
長
し
た
姿

に
感
じ
ら
れ
た
。
�

　
学
外
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、中
心
市
街
地
活
性
化

策
と
し
て
大
田
原
市
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
提
言
を
受
け
着
想
。『
大
学
と
地
域
が

協
働
連
携
し
在
宅
医
療
推
進
に
向
け
た
課
題

解
決
を
め
ざ
す
新
し
い
看
護
教
育
モ
デ
ル
の
構

築
』と
し
て
科
研
費（
代
表
　

村
松
由
紀
）を
獲

得
し
実
施
し
た
。準
備
運
営
は
市
と
協
働
に
て

「
ト
コ
ト
コ
大
田
原
」を
教
室
に
九
月
一
八
日
に

開
講
し
た
。参
加
者
は
六
一
〜
八
三
歳
の
大
田

原
市
民
と
看
護
学
科
一
年
生
各
一
〇
名
の
計

二
〇
名
。「
エ
イ
ジ
ン
グ
・
イ
ン
・
プ
レ
イ
ス
の
実

現
に
向
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
長
く
暮
ら
す

た
め
に
は
」
を
主
要
な
テ
ー
マ
に
三
班
に
わ
か

れ
、
①
『
世

代
間
交
流
』、

②
『
テ
ー
マ

別
交
流
』

テ
ー
マ
に
即

し
た
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

や
リ
サ
ー

チ
か
ら
焦

点
を
絞
る
、

③『
実
地
交

流
』
②
の

学
習
プ
ロ

セ
ス
か
ら

課
題
解
決

に
向
け
た

現
地
調
査

（
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
見
ま
わ
り
隊
活
動
等
）、の
三
段

階
構
成
で
全
八
回
実
施
し
た
。�

　
最
終
日
の
一
一
月
一
四
日
に
は
、こ
れ
ま
で

の
学
び
の
成
果
報
告
会
を
実
施
し
た
。参
加
し

た
学
生
は
、「
今
回
、見
守
る
側
と
見
守
ら
れ
る

側
双
方
の
意
見
を
聞
き
、一
方
的
な
先
入
観
や

偏
っ
た
意
見
に
影
響
さ
れ
ず
、互
い
の
意
思
を

尊
重
す
る
気
持
ち
が
、地
域
で
高
齢
者
を
支
え

る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
」と
感
想
を
述
べ
た
。�

第五回�
「
共
に
生
き
る
社
会
」め
ざ
し
て
�

　高
校
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
�

 表
彰
式
開
催
�

　
ラ
ッ
ト
、
マ
ウ
ス
の
短
期
的
研
究
の
た
め

の
短
期
飼
育
エ
リ
ア
と
遺
伝
子
組
換
え
マ
ウ

ス
な
ど
系
統
維
持
と
長
期
的
研
究
の
た
め
の

長
期
飼
育
エ
リ
ア
が
配
置
さ
れ
、
湿
度
・
温

度
管
理
と
換
気
調
節
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
簡
単
な
手
術
や
測
定
を
行
う
た
め
の
処

置
室
や
ケ
ー
ジ
洗
浄
室
、
飼
育
エ
リ
ア
入
退

準
備
室
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
�

　
一
二
月
一
七
日
、大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て「
動

物
慰
霊
祭
」を
開
催
し
た
。こ
れ
は
教
育
・
研
究

に
供
さ
れ
た
動
物
に
感
謝
と
哀
悼
の
意
を
表
す

た
め
に
、毎
年
一
回
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。�

　
開
会
の
辞
、北
島
政
樹
学
長
の
挨
拶
に
続
き
、

薬
学
部
の
加
藤
英
明
講
師
に
よ
り
「
動
物
実

験
に
お
け
る
依
存
症
の
評
価
」と
題
す
る
講
話

が
あ
っ
た
。現
在
、ニ
ュ
ー
ス
で
頻
繁
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、こ
う
し
た
薬
物
依
存

症
の
評
価
に
用
い
ら
れ
て
い
る
動
物
実
験
の
方

法
や
デ
ー
タ
な

ど
を
交
え
な
が

ら
、
研
究
に
お

け
る
動
物
実
験

の
重
要
性
や
実

験
用
動
物
に
対

す
る
配
慮
の
必

要
性
な
ど
が
語

ら
れ
た
。�

　
引
き
続
き
、

同
セ
ン
タ
ー
の

北
村
義
浩
教
授
か
ら「
動
物
実
験
・
緊
急
時
マ

ニ
ュ
ア
ル
」の
説
明
が
あ
り
、最
後
に「
献
花
」が

行
わ
れ
た
。教
職
員
に
続
き
、理
学
療
法
学
科

一
年
、作
業
療
法
学
科
一
年
、薬
学
科
三
年
の

班
代
表
学
生
が
次
々
に
献
花
台
に
向
か
い
、厳

か
な
雰
囲
気
の
中
で
終
了
し
た
。�

基
礎
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
 
�

動
物
飼
育
室
�

最
優
秀
賞
�鈴
木
美
紀（
み
の
り
）さ
ん
�

優
秀
賞
�岡
部
千
尋
さ
ん
�

優
秀
賞
�槇
本
彩
耶
香
さ
ん
�

佳
　
　
作
�稲
葉
莉
帆
さ
ん
�

佳
　
　
作
�鮫
嶋
優
衣
さ
ん
�

入
　
　
選
�大
森
翠
菜
さ
ん
�

入
　
　
選
�岡
崎
美
瑛（
み
お
）さ
ん
�

入
　
　
選
�北
村
大
空（
た
く
）さ
ん
�

入
　
　
選
�菅
野
亜
維
さ
ん
�

入
　
　
選
�延
総
史
さ
ん
�

学
校
賞
�

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
‐
�

 日
本
医
療
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
�

 を
三
田
病
院
で
開
催
�

：
�

：
�

：
�

●実習成果を発表する学生�

●動物実験の意義を語る加藤講師�

●献花する班代表学生�
●表彰式を終えた個人賞・学校賞の受賞者�

●調印式を終えて三大学関係者とともに�

●最優秀賞作品を朗読する鈴木さん�
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ト
ピ
ッ
ク
ス
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�

「
学
外
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
開
催
�

「
三
年
次
病
院
実
習
報
告
会
」
開
催
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
看
護
学
科
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

「
動
物
慰
霊
祭
」
開
催
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

基
礎
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
�

（
教
授
　
村
松
由
紀
）
�

（
総
務
企
画
課
　
川
井
直
子
）
�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
広
報
室
　
金
井
雅
之
）
�

宮
城
県
仙
台
二
華
高
等
学
校
一
年
�

群
馬
県
立
吾
妻
高
等
学
校
三
年
�

東
京
・
大
妻
中
学
高
等
学
校
二
年
�

和
歌
山
・
近
畿
大
学
附
属
新
宮
高
等
学
校
三
年
�

岐
阜
県
立
吉
城
高
等
学
校
三
年
�

東
京
都
立
立
川
ろ
う
学
校
二
年
�

東
京
・
東
洋
英
和
女
学
院
高
等
部
一
年
�

香
川
県
立
三
本
松
高
等
学
校
二
年
�

神
奈
川
・
横
須
賀
学
院
高
等
学
校
三
年
�

沖
縄
・
沖
縄
尚
学
高
等
学
校
二
年
�

宮
城
・
常
盤
木
学
園
高
等
学
校
�

茨
城
・
常
総
学
院
高
等
学
校
�

栃
木
・
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
�

千
葉
県
立
長
狭
高
等
学
校
�

東
京
・
八
王
子
学
園
八
王
子
高
等
学
校
�

長
野
県
豊
科
高
等
学
校
�

大
分
・
岩
田
高
等
学
校
�

�

（
東
京
事
務
所
広
報
部
　
立
花
鉄
二
）
�

（
助
教
　
滝
澤
雅
美
）�

世代間交流編では、全員の生まれた年代や歴史・出来事の年表を作
成した。「かつて金丸飛行場から特攻隊が死に向かって逝った。今は
その場所に大学が建ち、生に向かっている」との市民の言葉が印象的。�
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◯c 国際医療福祉大学2015 　Printed in Japan　禁無断転載・複写�

http://www.iuhw.ac.jp/

学べる！役立つ！究める！動画サイト。医療・福祉・介護のエキスパートのあなたへ�

http://www.ch774.com

http://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/

●理学療法分野　�
呼吸リハビリテーションの有用性・�
汎用性�

●作業療法分野　�
第51回作業療法全国研修会(岩手)�

●言語聴覚分野　�
摂食・嚥下リハビリテーションの実際�

●介護・福祉分野�
自立支援型ケアマネジメント・�
自立支援介護2013

●医療・福祉・経営実務　�
アベノミクス下の医療、介護の経営と人材育成�

●厚生労働省情報　�
全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長�
会議（11/10開催）※無料配信�
障害保健福祉関係主管課長会議（11/4開催）�
※無料配信�

●乃木坂�
　スクール�
脳と心のサイエンス�

●情報BOX　�
納得！カラダ事典�
（健康に役立つ情報を専門医がわかりやすくお教えします）�

●受験講座�
介護福祉士国家試験�
実技試験対策DVD�
（全2巻・テキスト付・ �
送料込み・10,800円）　�
好評発売中！�

●大学授業・副教材　�
文学論、教育学、ボランティア論、国際医療福祉論、生命倫理、医療福祉教養講義、日本近現代史、音声障害学、ＰＴ動作分析論、�
生理光学、公衆衛生看護活動、産業看護の基礎、視能訓練学、等�

お問い合わせは�

主な配信番組�

詳細は大学院ホームページをご覧ください。�

主な�
配信番組�

フリーダイヤル　0120-870-774　医療福祉eチャンネル お客さま係（月曜～金曜 9:00～17:00）�
Eメール info@iryoufukushi.com　〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山一丁目タワー4階�

好評配信中�

TOPICS

学生向け動画配信サイト�「国際医療福祉大学VODライブラリー」http://www.ch774.com/student.php

医療福祉専門職として活躍中の卒業生のみなさん、�
大学院でさらなるレベルアップをめざしませんか! �
本学卒業生は入学金が免除となります。�
本学グループ職員対象の奨学金制度もあります。�

本学はキャリアアップをめざす医療福祉職の方々を支援するため、大学院進学をはじめとするさまざまな学習の場を提供しています。�

学内推薦入試・�
入学金免除・奨学金制度あり�

IUHW Graduate School Information

国際医療福祉大学大学院の課程編成�

大学院入試に関するお問い合せは入試事務室まで（TEL：0287‐24‐3200）�

「働きながら大学院で学びたい」�
社会人が学びやすい3つの特長�

2015年度「医療福祉教育・管理分野」開設�

2015年度 入学生募集�

生涯学習 の ご 案 内 �

大学院�

大田原、東京青山、小田原、熱海、福岡、大川に6つの�
キャンパスを開設しています。�

医療福祉学研究科�

薬科学研究科�薬学研究科�

保健医療学専攻� 医療福祉経営専攻�

臨床心理学専攻�

●看護学分野��

●ナースプラクティショナー�

　養成分野��

●助産学分野��

●理学療法学分野��

●作業療法学分野��

●言語聴覚分野��

●視機能療法学分野��

●福祉支援工学分野��

●リハビリテーション学分野��

●放射線・情報科学分野��

●生殖補助医療胚培養分野�

●医療福祉教育・管理分野�

生命薬科学専攻�
●生命薬学分野��
●医療薬学分野�

保健医療学専攻�
●看護学分野��
●助産学分野��
●理学療法学分野��
●作業療法学分野��
●言語聴覚分野��
●視機能療法学分野��
●福祉支援工学分野��
●リハビリテーション学�
　分野��
●放射線・情報科学分野��
●生殖補助医療胚培養分野��
●医療福祉経営学分野��
●診療情報管理・�
　分析学分野��
●医療福祉国際協力学�
　分野��
●先進的ケア・ネットワーク��
　開発研究分野��
●医療福祉連携学分野��
●医療福祉ジャーナリズム��
　分野��
●医療福祉心理学分野�

●医療経営管理分野��

●診療情報アナリスト養成分野�

●医療福祉国際協力学分野��

●先進的ケア・ネットワーク��

　開発研究分野��

●医療福祉学分野��

●医療福祉ジャーナリズム�

　分野�

修士課程�

（本学卒業生及び卒業見込者対象）�

修士課程�

医療・生命薬学専攻�

博士課程（4年制）�

博士課程�

①キャンパス�

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に�
行っています。�②カリキュラム�

複数のキャンパスでリアルタイムに受講できます。�
質問やディスカッションといった同時双方向の�
コミュニケーションが可能です。�

保健医療に関する教育機関、医療機関、福祉施設における教育者、管理職を養成する�
分野です。保健医療に関する教員をめざす人、医療福祉施設の管理職をめざす人、�
また医療福祉における教育者・管理者でスキルアップをめざす人などが対象です。�

③同時双方向�
　遠隔授業�

　
入
学
当
初
は
、は
じ
め
て
の
一
人
暮
ら
し
も
あ
っ
て
、不
安

だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
数
が
少
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
学
生
同
士
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
、サ
ー
ク
ル

に
も
入
っ
て
、新
し
い
環
境
に
慣
れ
ま
し
た
。ま
た
、一
期
生

は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
新
た
に
作
り
出
し
て
い
く
大
変
さ

も
あ
り
ま
し
た
が
、同
時
に
、楽
し
さ
や
充
実
感
、達
成
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
、良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

 
現
在
は
、回
復
期
病
棟
専
従
の
ス
タ
ッフ
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。二
年
前
に
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、在
宅
で
の
生
活
、在
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ

に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、患
者
様
の
在
宅
生
活
を

意
識
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。�

　
仕
事
以
外
で
は
、毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
同
窓
会
に
参
加

し
て
い
ま
す
。こ
の
同
窓
会
は
、経
験
年
数
の
壁
を
超
え
、卒

業
生
が
ど
の
よ
う
に
治
療
し
、

対
象
者
と
向
き
合
っ
て
い
る

の
か
を
知
る
場
、語
ら
う
場

と
な
っ
て
お
り
、毎
年
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
卒
業
生
だ
け
で
な
く
、

在
学
生
の
参
加
も
あ
り
、さ

ま
ざ
ま
な
考
え
を
知
る
こ
と

が
、仕
事
へ
の
活
力
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、就
職

先
が
違
い
、普
段
は
な
か
な
か

会
え
な
い
友
だ
ち
と
の
再
会

も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。�

　
平
成
七
年
六
月
に
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
本

誌
「
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
」
は
、今
回
で
記
念
す
べ
き
一
〇
〇

号
と
な
り
ま
し
た
。
在
学
中
は
も
ち
ろ
ん
、卒
業

後
も
送
ら
れ
て
く
る
本
誌
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
同
窓
生
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
、四
人
の

同
窓
生
か
ら
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
振
り
返
っ
て
、コ

メ
ン
ト
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

鬼
越
さ
ん
は
現
在
ま
で

活
動
が
引
き
継
が
れ
て

い
る
手
話
サ
ー
ク
ル
の

初
代
代
表
で
す
。
�

撮
影
者
の
室
井（
旧
姓

高
久
）さ
ん
に
第
一
五

号
（
平
成
九
年
）
当
時

を
振
り
返
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
�

現
在
、栃
木
県
精
神
保

健
福
祉
会
理
事
と
し
て

活
躍
中
の
古
寺
さ
ん
。五

五
号（
平
成
一
六
年
）で

最
高
齢
の
新
入
生
と
し

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
�

鶴
さ
ん
は
、福
岡
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部（
現

福
岡
保
健
医
療
学
部
）

の
初
め
て
入
学
生
と
し

て
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
�
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●年に一度の「同窓会」は、大切な時間です。�
　あの頃の笑顔に会いたくなったらぜひ参加してください！�

●星野事務所新年会のひとコマ。豚汁会当時と変わらない笑顔�
　の中に新メンバー（かわいいお子さんたち）の姿が見えます！�

●いつも支えてくれる同僚に感謝！�
   （前列中央が鬼越美帆さん）�

広
報
誌
一
〇
〇
号
発
行
に
よ
せ
て
� Vol.6
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●在学中から恩師を尊敬し、「三
歩下がって師の影を踏まず」をモッ
トーにしていた古寺さん。たくさんの
人と出会う大学生活を積極的に過
ごしてほしいとおっしゃっています。�

　
あ
る
時
、友
人
か
ら「
人
生
と
は
」と
問
わ
れ
、「
人
と
の
出

会
い
」と
答
え
た
。大
学
で
は
素
晴
ら
し
い
師
と
の
出
会
い
が
あ

る
。ま
た
四
年
間
と
も
に
学
ぶ
学
友
が
い
る
。切
磋
琢
磨
し
た

学
生
時
代
の
友
は
生
涯
の
友
で
あ
る
と
思
う
。�

　
私
は
家
庭
の

事
情
が
あ
っ
て
、

六
七
歳
で
本
学

に
入
学
し
て
七

〇
歳
で
卒
業
し

た
。
現
在
は
栃

木
県
精
神
保

健
福
祉
会（
や

し
お
会
）で
家
族
相
談
を
担
当
し
て
い
る
。入
学
し
た
時
は
何

も
か
も
新
鮮
で
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。講
義
や
ゼ
ミ
で
学
問
の

研
鑽
に
努
め
た
先
生
方
に
出
会
い
、自
分
は
こ
の
先
生
方
に
巡

り
合
う
た
め
に
こ
こ
へ
来
た
の
だ
と
胸
を
熱
く
し
た
。他
学
科

の
先
生
方
か
ら
も
折
に
触
れ
、温
か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ

き
、そ
の
人
間
性
が
心
に
響
い
た
。そ
し
て
、と
も
に
切
磋
琢
磨

し
友
情
を
温
め
た
四
〇
以
上
年
の
違
う
友
人
た
ち
は
、ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、他
学
科
や
上
級
生
の
中
に
も
い
る
。卒
業

後
に
会
う
機
会
は
あ
ま
り
な
い
が
、今
で
も
手
紙
の
や
り
取
り

が
あ
り
、こ
の
出
会
い
は
私
の
宝
だ
と
思
っ
て
い
る
。�

　
今
は
七
七
歳
に
な
っ
た
が
、こ
れ
ま
で
に
多
く
の
人
々
と
出

会
い
、感
化
を
受
け
た
。特
に
先
生
方
は
、小
学
校
か
ら
大
学

ま
で
自
分
の
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
。出
会
い
は
感
動
で
す
。ま
た
、大
学
は
学
問
の
府
で
す
。

学
生
は
勉
強
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、ス
ポ
ー
ツ
や
ク
ラ

ブ
活
動
、可
能
な
限
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。そ
こ
に
、新
た
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。�

　
当
時
、私
は
写
真
部
に
所
属
し
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で

写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。「
豚
汁
会
」は
、私
た
ち「
星
野
事

務
所
」（
仲
間
の
愛
称
）が
中
心
と
な
り
、看
護
学
科
の
み
ん

な
で
野
菜
を
切
っ
て
持
ち
寄
り
、大
鍋
で
豚
汁
を
作
っ
て
振
る

舞
う
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。当
時
は
ま
だ
保
健
学
部
の
み
で
、三

学
年
ま
で
し
か
な
か
っ
た
学
生
同
士
、学
科
を
越
え
て
交
流

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
仲
間
と
は
、現
在
も

子
連
れ
で
集
ま
り
、バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
飲
み
会
を
し
ま
す
。

大
学
時
代
は
ポ
ケ
ベ
ル
か
Ｐ

Ｈ
Ｓ
で
し
た
が
、今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
お
互
い
の
近
況
報
告
も

し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
は
国
際
医
療
福
祉

大
学
病
院
Ａ
三
階
西
病
棟
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
娘
が
三

歳
に
な
り
、育
児
に
も
奮
闘

中
で
す
。Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
つ
い
て
悩

み
も
あ
り
ま
す
が
、同
期
や

病
棟
の
仲
間
、そ
し
て
家
族

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。�

　
今
年
度
は
、再
び
臨
床
実
習
指
導
の
担
当
と
な
り
ま
し

た
。学
生
と
の
交
流
は
、自
分
の
看
護
を
振
り
返
る
良
い
刺

激
に
な
っ
て
い
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
に
も
、「
自
分
の
看
護
」

を
実
践
し
、体
感
で
き
る
時
間
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。�

　
第
二
号
当
時
を
振
り
返
り
、懐
か
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

M
obius

（
メ
ビ
ウ
ス
）の
名
は
、メ
ビ
ウ
ス
の
輪
か
ら「
こ
れ
か
ら

無
限
に
続
く
よ
う
に
」と
の
願
い
を
込
め
ま
し
た
。�

　
当
時
は
私
を
含
め
初
心
者
ば
か
り
で
、健
聴
の
講
師
か
ら

講
義
形
式
で
手
話
を
学
び
ま
し

た
。面
白
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、実

際
に
手
話
を
使
う
機
会
が
な

く
物
足
り
な
さ
も
あ
り
ま
し
た
。

授
業
の
都
合
で
全
員
が
揃
い
に

く
く
、参
加
者
が
徐
々
に
減
り
、

サ
ー
ク
ル
長
と
し
て
胃
が
痛
く

な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
後
、地
域
の
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
、さ
ま
ざ
ま
な

年
代
の
ろ
う
者
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。直
接
手
話
を

教
え
て
い
た
だ
き
、ろ
う
協
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
関
係

を
深
め
ま
し
た
。風
花
祭
で
一
緒
に
手
話
歌
や
劇
を
披
露

し
た
り
、ミ
ニ
手
話
教
室
を
開
い
た
り
、軍
手
で
立
体
的
な

指
文
字
表
を
作
っ
た
り
し
た
こ
と
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。�

　
ろ
う
者
の
方
々
か
ら
、時
に
は
叱
ら
れ
な
が
ら
、手
話
と
い

う
言
葉
だ
け
で
な
く
、ろ
う
者
の
生
活
や
苦
労
、考
え
方
な

ど「
ろ
う
文
化
」を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
現
在
、私
は
出
身
県
内
の
総
合
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

手
話
を
使
う
機
会
は
減
り
ま
し
た
が
、当
時
の
仲
間
は
今
も

良
き
友
人
で
す
。�

　
在
学
生
の
皆
さ
ん
は
、学
業
に
励
み
つ
つ
、ぜ
ひ
サ
ー
ク
ル

活
動
も
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。�

一
〇
年
間
を
振
り
返
っ
て
�

大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
理
学
療
法
学
科
第
一
期
生
�

鶴（
旧
姓
 

百
瀬
）あ
ず
さ
　
�

（
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
勤
務
）�

出
会
い
の
喜
び
�

医
療
福
祉
学
科（
現
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
）�

第
八
期
生
 古
寺
哲
也（
栃
木
県
精
神
保
健
福
祉
会
理
事
）�

「
豚
汁
会
」
の
思
い
出
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
看
護
学
科
 
第
二
期
生
�

室
井
亜
紀
子
 （
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
勤
務
）�

手
話
サ
ー
ク
ルM

o
b
iu
s

の
思
い
出
�

：�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
言
語
聴
覚
障
害
学
科
�

（
現
言
語
聴
覚
学
科
）第
一
期
生
 
鬼
越
美
帆
　
�

（
株
式
会
社
日
立
製
作
所
ひ
た
ち
な
か
総
合
病
院
勤
務
）�

：�
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第17回精神保健福祉士国家試験�
2015年1月24日実施�

第27回社会福祉士国家試験�
2015年1月25日実施�
インタビュー 2015年1月8日�

今年で4回目。「学生が学生に取材する」をコンセプトに、�
同じ学科の後輩が先輩に国家試験対策についてインタビューしました。�
受験を目前に控えた上級生が、来年は同じ状況を味わっている下級生に、�
この１年間の過ごし方を伝授します。�

先輩に聞く 　�
国家試験受験の傾向と対策�

国家試験を意識し出したのはいつ？�Q

それまでに心がけていたことは？�Q

その時期の模試は大変だった？�Q

一日の勉強時間は？�Q

比企　社会福祉士の実習、卒論と続いたので、
11月くらいから焦り出した。�
立石真　精神保健福祉士の実習、就職試験、
卒論が終わってからなので、私も11月。�

今年から取り入れた外部講師による�
講義の感想は？�Q

比企　わかりやすいし、
覚えるポイントも教えて
くれるのでありがたい。�
立石真　そう。12月中な
ら、もっとよかったかも。�

立石真　最初はひどい結果だった。自分の実力
がわかって、ショック療法みたいだった。�

比企　二つのことを同時進行できないタイプな
ので、そのときの課題に集中していた。�
立石真　私も実習の準備が忙しくて、国試の勉
強どころではなかった。� これから伸ばす分も�

含めて、自分で思う合格率は？�Q
比企・立石真　100％をめざします！�

自分を元気にさせたいときにすることは？�Q
立石真　８匹飼っている猫と遊ぶこと。�
比企　動物は癒されるよね。それと、私は時間

を決めて好きな本や漫画を読むこと。�

効率の良い勉強法は？�Q

CBTと国試の勉強の違いは？�Q
那美　CBTは暗記だったけど、国試の勉強はき
ちんと理解していないと進めない。�
詩織　実務実習を経験したあとだから、国試の
勉強は病院などでの体験にからめやすい。�

麻衣　克服していないかも。授業をちゃんと聞く
のが一番かもしれない。�
那美　問題をたくさんやった方がいいかどうかも、
科目や先生によって違ってくる。�

勉強のしかたで気をつけたことは？�Q

実務実習は国試の勉強にも役立つ？�Q
那美　とても役立つ! 具体的には、インフュージ
ョンポンプの使用法などの理解が深まった。�

卒業試験は�
大変ですか？�

Q

詩織　月に1回テストがある

ので、ひとつが終わるとすぐに次のテストが来る
感覚になり、モチベーションを維持するのが大変
だった。�

5年生までにやっておくことは？�

Q

朱美　実務実習で担当した患者さんで学んだ
ことには、詳しくなっているのがわかる。�
麻衣　実務実習でやったことは自分の体験だ
からよく頭に入っている。これはしっかり振り返っ
てまとめておくと必ず役に立つ。�

苦手科目の克服方法は？�Q

朱美　授業の内容を理解したうえで復習すれ
ば点数は上がるけど、時間がなくて、それがなか
なか徹底できなかった。�
詩織　勉強するきっかけにはなっている。対策
授業なしで自分で全部やろうとしても無理。まん
べんなくカバーできるのも�
ありがたい。�詩織　科目ごとではなくて、点と点をつなげて

広げていく感覚になっていったのは確か。�
麻衣　つなげないと面にならないよね。まだなっ
てないけど。�
朱美　そう。「治療」をやっていても「薬理」や「生

物」を見るようになるから、図書館に行くときも、
教科書を全部持っていきたくなる。�

対策授業でどのくらいカバーできる？�Q

服部陽香さん（左）�
栃木県立鹿沼高校出身�

高田朋子さん（中）�
栃木県立矢板東高校出身�

見木沙織さん（右）�
京都府立綾部高校出身�

佐藤那美さん（前左）�
宮城県 常盤木学園高校出身�

佐藤朱美さん（前右）�
栃木県立宇都宮中央女子高校出身�

佐藤詩織さん（後左）�
福島県 日本大学東北高校出身�

栗山麻衣さん（後右）�
栃木県 宇都宮文星女子高校出身�

比企瑞貴さん（左）�
（介護福祉コース）�
福島県立白河旭高校出身�

立石真里菜さん（右）�
（精神保健福祉コース）�
栃木県立那須拓陽高校出身�

医療福祉学部 医療福祉・マネジメント学科�
�

薬学部 薬学科�

第100回薬剤師国家試験�
2015年2月28日・3月1日実施�
インタビュー 2014年12月25日�

インタビュアー　５年生�

インタビュアー　3年生�

回答者　6年生�

回答者　4年生�

Department of Pharmaceutical Sciences

●5年次での実務実習の重要性を話すうちに、み
んなの意見が、「そう言えるのも１年から4年の座
学の積み重ねがあったから」、「結局、6年という
スパンでいかに学んできたかということが最後に
試される」ということに集約されていきました。�
他学科より2年長い6年間の最後を迎えている緊
張感も伝わってくるインタビューでした。自分の国
試合格率予想は全員が、「気持ちは100％！」�

●明るい雰囲気のインタビューになりました。終わ
ってからも4人で30分以上話を続けていたので、3
年生はさらにいろいろなアドバイスをもらえたかも
しれません。4年生は本番を控えたこの時期に、ち
ょうどいい気分転換になったでしょうか。�

▼�

▼�

Department of Social Services and Healthcare Management

立石真　ひとつずつ問題を解いていくのは果て
しないと思って、ワークブックから始めた。それと
ノートに書くと、きれいに書こうとしてしまう性質（た
ち）なので、単語帳を使っている。�
比企　最初、参考書を見たら、範囲が広くて手
がつけられなかった。そこで、過去問を５回分くら
い解いて傾向をつかんだ。そして、わからないと
ころは参考書に戻った。暗記のために単語帳を
使っているのは私も同じ。�
立石真　覚えたら解く、という順番がいい。インプ
ットとアウトプットを繰り返すと頭に入る。�

比企　授業のない日は８時間。初めはだらだら
と長くやってしまい、頭に入らず先生に相談して、
８時間と決めて集中するようにした。それと、本

番に合わせて、夜型を朝型にした。�
立石真　学校にいる間に集中。昨夜も11時まで
図書館にいた。そういうときは家ではオフ。�

高橋伸明さん�
（社会福祉コース）�
北海道浦河高校出身�

立石みゆいさん�
（精神保健福祉コース）�
埼玉県 浦和明の星女子高校出身�
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